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児IBD治療における成分栄養療法.
先端医学社,2023,1-7.

区分 番号 著者名 論⽂名 掲載誌名, 掲載年︔巻（号）︓ページ番号 国際共同

和⽂症例報告 1
坂本優⼦，鈴⽊光幸，箕輪圭，清⽔俊明，⾦勝乾，⽯島旨
章．

⾼度な脛⾻の内旋と近位関節⾯の後傾によるO脚により歩⾏障
害を呈したSpondylometaphyseal Dysplasia With Cone-
Rod Dystrophyの1例.

⽇本整形外科学会雑誌,2023;97:1045-1049.

和⽂症例報告 2
横⽥俊介，櫻⾕浩志，遠藤翔太，権⽥裕亮，野津寛⼤，藤
永周⼀郎.

軽症の無症候性蛋⽩尿で発⾒されたWT1遺伝⼦異常の11歳
⼥児例.

⽇本⼩児腎不全学会雑誌,2023;43:107-110.

和⽂症例報告 3
横⽥俊介，仲川真由，遠藤翔太，権⽥裕亮，櫻⾕浩志，野
津寛⼤，藤永周⼀郎.

KLHL3遺伝⼦の新規ヘテロ接合体変異を認め新⽣児期に⾼カリ
ウム⾎症を呈した偽性低アルドステロン症II型の症例.

⽇本⼩児体液研究会誌,2023;15:83-88.

和⽂症例報告 4
⼩貫孝則，杉⼭洋平，⽥⿅牧⼦，市本景⼦，村⼭圭. 当院で経験した5，10⼀メチレンテトラヒドロ葉酸還元酵素

（methylenetetrahydrofolate　reductase︔MTHFR）⽋
損症の早期乳児発症例.

⽇本マススクリーニング学会誌,2023;33:83-88.

和⽂症例報告 5
権⽥裕亮，横⽥俊介，遠藤翔太，櫻⾕浩志，藤永周⼀郎. FGF23関連低P⾎症をきたした重症貧⾎を伴うループス腎炎. ⽇本⼩児体液研究会誌,2023;15:57-61.

和⽂症例報告 6
横⽥俊介，遠藤翔太，権⽥裕亮，櫻⾕浩志，藤永周⼀郎. CCPDから4か⽉後に交通性陰嚢浮腫を発症した18歳男児例. ⽇本⼩児PD・HD研究会雑誌,2023;34:56-58.

和⽂症例報告 7
遠藤翔太，横⽥俊介，権⽥裕亮，櫻⾕浩志，森貞直哉，野
津寛⼤，藤永周⼀郎.

著明な⾼⾎圧を呈し乳児期に急速に末期腎不全に⾄った
Senior-Loken症候群.

⽇本⼩児PD・HD研究会雑誌,2023;34:83-86.

和⽂症例報告 8
⻘⼭周平，横⽥俊介，遠藤翔太，権⽥裕亮，櫻⾕浩志，藤
永周⼀郎.

COVID-19感染後に⾁眼的⾎尿が持続し、急性腎障害を呈した
IgA腎症の12歳男児.

⽇本⼩児腎不全学会雑誌,2023;43:133-137.

和⽂症例報告 9
⼤貫裕太，森下俊真，遠藤翔太，武政洋⼀，櫻⾕浩志，村
上仁彦，藤永周⼀郎.

学校検尿を契機に診断されたPAX2遺伝⼦変異による
Oligomeganephroniaの1例.

⽇本⼩児腎不全学会雑誌,2023;43:115-119.

和⽂症例報告 10
⻄⽥江璃⼦，渡邊晶⼦，淡路敦⼦，⽔⾕亮，⻄崎直⼈，岡
崎任晴，⼤⽇⽅薫，鏡雅代，東海林宏道，清⽔俊明.

⾎管輪を合併し呼吸管理に難渋したKagami-Ogata症候群の
早産児例.

⼩児内科,2023;55:867-872.

和⽂症例報告 11
梶⼭輝彦，福島富⼠⼦，⽥中⻯太，⻄村拓朗，時⽥万英，
泉維昌，佐久間啓.

迅速かつ⼗分な初期治療を遂⾏できた重症型抗NMDA受容体
脳炎の1例.

⼩児科臨床,2023;76:709-715.

和⽂症例報告 12
⽯⽥理奈，⽶⼭俊之，⽯川有希美，嶋泰樹，織⽥久之，新
妻隆広，⼤⽇⽅薫，⼭本⿇⼦，⼤橋博⽂，清⽔俊明.

顎癒合症を伴いDobrow症候群と診断した⼥児例. ⽇本⼩児放射線学会雑誌,2023;39:41-46.

和⽂症例報告 13
⾕本亮輔，宮野洋希，⼾⽥⽅紀，辻脇篤志，庄野哲夫，清
⽔俊明.

腹部超⾳波検査が器質的疾患の診断に有⽤であった⾮単⼀症
候性夜尿症の2例.

⽇本⼩児腎不全学会雑誌,2023;43:123-125.

和⽂症例報告 14
藤井明⽇⾹，遠⼭雄⼤，丘逸宏，吉⽥登，鈴⽊恭⼦，⼤友
義之，清⽔俊明.

外科的処置を要した感染性頭⾎腫の1例. ⽇本⼩児救急医学会雑誌,2023;22:372-375.

和⽂症例報告 15
⽮賀部彩⾳，池⽥奈帆，岩原可名⼈，齋藤寛貴，⾼岡優
⾥，⻄⽥江璃⼦，⽻根将之，伊藤夏希，⼤川夏紀，鈴⽊恭
⼦，東海林宏道，清⽔俊明.

未診断のフィブリノゲン低値⺟体から出⽣した異常フィブリノゲン⾎症
の新⽣児例.

⽇本周産期・新⽣児医学会雑誌,2023;59:143-148.

和⽂症例報告 16
⽥畑恭輔，丘逸宏. 典型的な⽪膚病変を呈し膿疱性乾癬と診断した6歳⼥児. ⼩児科,2023;64:549-550.
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国内学会発表 1

⽵内⼀朗，柳久美⼦，⾼⽥修治，内⼭徹，五⼗嵐ありさ，本
村健⼀郎，林優佳，⻑野直⼦，松岡諒，杉⼭弘樹，義岡孝
⼦，斎藤博久，河合利尚，⼤⽮幸弘，清⽔俊明，松本健
治，野村伊知郎，要匡，森⽥英明，新井勝⼤.

リンパ濾胞過形成を伴う好酸球性消化管疾患の発症に関与する
新規STAT6機能獲得型変異.

第23回⽇本⼩児IBD研究会，久留⽶.2023.3.5

国内学会発表 2
⼤⼭昇⼀，千葉礼⼦，⼩川太志，佐藤千晶，佐々⽊知⼦，
守⾕能和，吉⽥智恵⼦，松永保，⼭⼝美由紀，幸⽥清⼦.

埼⽟県南部医療圏における感染対策地域連携の取り組み. 第16回川⼝市医学会総会，川⼝.2023.5.27

国内学会発表 3
有井直⼈，有井みのる，平出由宇. 予防接種におけるFileMaker Pro®を⽤いたスケジュールミス防⽌

の試み.
第126回⽇本⼩児科学会学術集会, 東京.2023.4.15

国内学会発表 4
有井直⼈，川本健太，藤井理⾹⼦，中橋匠，乃⽊⽥正俊，
中道伸彰，⻄﨑淑美，萩尾真理，井上久美⼦，内藤朋⺒，
⼤⼭昇⼀.

オルニチントランスカルバミラーゼ⽋損症（OTC⽋損症）の成⼈
例.

川⼝市医師会⼩児科部会症例検討会，Web開
催.2023.11.29

国内学会発表 5
森禎三郎，⾦森豊，橋詰直樹，狩野元宏，渡辺栄⼀郎，⾼
橋正貴，藤野明浩，⽶⽥光宏，⽵内⼀朗，清⽔泰岳，新井
勝⼤.

最近5年間に当院で施⾏した炎症性腸疾患患者への外科治療
のまとめ.

第52回⽇本⼩児消化管機能研究会，東京.2023.2.11

国内学会発表 6

仁平寛⼠，⽇衛嶋栄太郎，村本雄哉，塩川雅広，新井勝
⼤，⼯藤孝広，岩間達，⽔落建輝，⼗河剛，梶恵美⾥，河
合利尚，笹原洋⼆，⼤⻄秀典，岡⽥賢，⾦兼弘和，⻄⼩森
隆太，本⽥吉孝，滝⽥順⼦，井澤和司，⼋⾓⾼祐.

抗integrin αvβ6抗体の⼩児IBDにおける多施設検討. 第6回⽇本免疫不全・⾃⼰炎症学会総会・学術集会，東
京.2023.2.11

国内学会発表 7
⽵内⼀朗，新井勝⼤． ⼩児炎症性腸疾患センターにおける monogenic IBDの臨床と

研究.
第6回⽇本免疫不全・⾃⼰炎症学会総会・学術集会，東
京.2023.2.12

国内学会発表 8

⻄⽥⼤恭，⽯⽑崇，新井勝⼤，清⽔泰岳，岩間達，南部隆
亮，国崎玲⼦，⽔落建輝，村越孝次，齋藤武，加藤沢⼦，
⼯藤孝広，岩⽥直美，井上幹⼤，吉年俊⽂，萩原真⼀郎，
⼾板成昭，⽥尻仁，望⽉貴博，⾓⽥⽂彦.

⼩児クローン病患者における⽣物学的製剤の継続率の⽐較(⽇
本⼩児IBDレジストリ研究).

第23回⽇本⼩児IBD研究会，久留⽶.2023.3.5

国内学会発表 9

⽯⽑崇，新井勝⼤，清⽔泰岳，岩間達，南部隆亮，国崎玲
⼦，⽔落建輝，村越孝次，齋藤武，加藤沢⼦，⼯藤孝広，
岩⽥直美，井上幹⼤，吉年俊⽂，萩原真⼀郎，⼾板成昭，
⽥尻仁，望⽉貴博，⾓⽥⽂彦，清⽔俊明.

⼩児クローン病患者に対する診断後早期の治療内容　⼩児IBD
レジストリ解析.

第23回⽇本⼩児IBD研究会，久留⽶.2023.3.5

国内学会発表 10
安⽥亮輔，新井勝⼤，⼯藤孝広，南部隆亮，⻘松友槻，阿
部直紀，垣内俊彦，橋本邦⽣，⼗河剛，⾼橋美智⼦，惠⾕
ゆり，加藤健，⼭下裕史朗，光⼭慶⼀，⽔落建輝.

⼩児炎症性腸疾患の活動性評価における⾎清LRGと⾎清カルプ
ロテクチンの有⽤性の⽐較 多施設共同研究.

第23回⽇本⼩児IBD研究会，久留⽶.2023.3.5

国内学会発表 11

⽇衛嶋栄太郎，仁平寛⼠，村本雄哉，新井勝⼤，⼯藤孝
広，岩間達，⽔落建輝，⼗河剛，梶恵美⾥，清⽔泰岳，⽵
内⼀朗，伊藤夏希，安⽥亮輔，乾あやの，惠⾕ゆり，⻄⼩森
隆太，⼋⾓⾼裕，井澤和司，塩川雅広，滝⽥順⼦.

⼩児潰瘍性⼤腸炎の診断におけるIntegrin αvβ6⾃⼰抗体の
有⽤性に関する多施設共同研究.

第23回⽇本⼩児IBD研究会，久留⽶.2023.3.5

国内学会発表 12
野村智実，横尾実華⼦，⽵内⼀朗，清⽔泰岳，遠藤数江，
来⽣奈⺒⼦，新井勝⼤.

超早期発症型炎症性腸疾患の5幼児例における両親のメンタル
ヘルスとQOLの検討.

第23回⽇本⼩児IBD研究会，久留⽶.2023.3.5

国内学会発表 13
⻲井宏⼀，⼩椋雅夫，新井勝⼤，清⽔泰岳，⽵内⼀朗，河
合利尚，庄司健介，村島温⼦，宮⼊烈，⼤宜⾒⼒.

TNFα阻害薬使⽤下での⽔痘ワクチンの免疫原性と安全性. 第126回⽇本⼩児科学会学術集会, 東京.2023.4.14

国内学会発表 14
野村智実，⽵内⼀朗，清⽔泰岳，新井勝⼤. 思春期の炎症性腸疾患児と親の抑うつ・不安・⽣活の質（ＱＯ

Ｌ）に関する縦断的調査.
第126回⽇本⼩児科学会学術集会, 東京.2023.4.14



国内学会発表 15
清⽔泰岳，新井勝⼤，⽔落建輝，虻川⼤樹，清⽔俊明. ⼩児炎症性腸疾患の診断と治療Update ⼩児クローン病の治療

指針と今後の課題.
第126回⽇本⼩児科学会学術集会, 東京.2023.4.14

国内学会発表 16
⽔落建輝，虻川⼤樹，清⽔泰岳，新井勝⼤，清⽔俊明. ⼩児炎症性腸疾患の診断と治療Update ⼩児潰瘍性⼤腸炎の

最新治療指針と今後の課題.
第126回⽇本⼩児科学会学術集会, 東京.2023.4.14

国内学会発表 17

⽇衛嶋栄太郎，仁平寛⼠，新井勝⼤，⼯藤孝広，岩間達，
⽔落建輝，⼗河剛，梶恵美⾥，清⽔泰岳，⽵内⼀朗，伊藤
夏希，安⽥亮輔，乾あやの，恵⾕ゆり，⻄⼩森隆太，⼋⾓⾼
裕，井澤和司，滝⽥順⼦.

⼩児潰瘍性⼤腸炎の診断におけるIntegrin αvβ6⾃⼰抗体の
有⽤性に関する多施設共同研究.

第126回⽇本⼩児科学会学術集会, 東京.2023.4.15

国内学会発表 18
安⽥亮輔，新井勝⼤，⼯藤孝広，南部隆亮，⻘松友槻，阿
部直紀，垣内俊彦，橋本邦⽣，⼗河剛，⾼橋美智⼦，恵⾕
ゆり，加藤健，⼭下裕史朗，⽔落建輝.

⼩児炎症性腸疾患の活動性評価における⾎清LRGと⾎清カルプ
ロテクチンの有⽤性 多施設共同研究.

第126回⽇本⼩児科学会学術集会, 東京.2023.4.16

国内学会発表 19
渕本康史，藤野明浩，⼭本裕輝，狩野元宏，五⼗川伸崇，
新井勝⼤，安部真，梅澤明弘.

再⽣医療のup to date　先天性⾷道閉鎖症・先天性⾷道狭窄
症術後吻合部狭窄への細胞シート移植による臨床研究.

第60回⽇本⼩児外科学会学術集会，⼤阪.2023.6.2

国内学会発表 20
柳佑典，出⼝晴教，中尾俊雅，兒⽟匡，⼩峰⻯⼆，清⽔誠
⼀，内⽥孟，福⽥晃也，阪本靖介，⼭⽥全毅，新井勝⼤, 
笠原群⽣．

肝・⼩腸異時移植を⾏うも救命できなかった進⾏性家族性肝内
胆汁鬱滞症1型の1例.

第59回⽇本移植学会総会，京都.2023.9.22

国内学会発表 21
清⽔誠⼀，阪本靖介，内⽥孟，柳佑典，中尾俊雅，兒⽟
匡，⼩峰⻯⼆，⽵内⼀朗，新井勝⼤，⼭⽥全毅，福⽥晃
也，笠原群⽣.

多臓器移植への課題と解決⽅法　⼩腸移植後の難治性拒絶反
応に対しベドリズマブを使⽤した1例.

第59回⽇本移植学会総会，京都.2023.9.22

国内学会発表 22
清⽔泰岳，内⽥孟，阪本靖介，⽵内⼀朗，福⽥晃也，新井
勝⼤，笠原群⽣.

腸管不全治療の現状と課題　新規にテデュグルチドを導⼊した短
腸症候群の2例．

第59回⽇本移植学会総会，京都.2023.9.22

国内学会発表 23
福⽥理紗，⽥中諒，橋本玲奈，持丸奈央⼦，清⽔泰岳，新
井勝⼤，吉⽥和恵．

アナフィラキシー・薬物アレルギー・薬剤性臓器障害1　TNF-α阻害
薬によるびまん性脱⽑を伴う乾癬様⽪疹の⼀例.

第72回⽇本アレルギー学会学術⼤会，東京.2023.10.20

国内学会発表 24
宮沢絢⼦，南部隆亮，新井勝⼤，⼯藤孝広，⽯⽑崇，熊⾕
秀規，萩原真⼀郎，梶英美⾥，⽔落建輝，倉沢伸吾，⾓⽥
⽂彦，岩間達.

⼩児潰瘍性⼤腸炎直腸炎型の⾃然歴と治療法の検討. 第50回⽇本⼩児栄養消化器肝臓学会, 仙台.2023.10.21

国内学会発表 25
宮沢絢⼦，南部隆亮，新井勝⼤，⼯藤孝広，⽯⽑崇，熊⾕
秀規，萩原真⼀郎，梶恵美⾥，⽔落建輝，倉沢伸吾，⾓⽥
⽂彦，岩間達.

⼩児IBDの探究-その奥へ-　⼩児潰瘍性⼤腸炎直腸炎型の⾃
然歴と治療法の検討.

第50回⽇本⼩児栄養消化器肝臓学会, 仙台.2023.10.22

国内学会発表 26
⽔落建輝，清⽔泰岳，新井勝⼤，虻川⼤樹，清⽔俊明，⻑
沼誠，渡辺憲治，中村志郎，久松理⼀.

⼩児IBD治療指針の作成. 第14回⽇本炎症性腸疾患学会学術集会，神⼾.2023.12.1

国内学会発表 27
原⽥理恵⼦，⾚塚整，清⽔俊明. 当院での３歳児検尿精密検査における超⾳波診断の検討. 第126回⽇本⼩児科学会学術集会, 東京.2023.4.15

国内学会発表 28
原光彦，花⽊啓⼀，⻑野伸彦，⽥久保憲⾏，堤ちはる，太
⽥百合⼦，⻑⾕川智⼦，⻘⽊真智⼦，野津あきこ.

我が国の⼩児肥満　肥満症に対する指導や診療実態解明のため
のアンケート調査結果.

第70回⽇本⼩児保健協会学術集会，神奈川.2023.6.18

国内学会発表 29
上芝⾹穂，⻄元淳司，森本貴之，⼤林茂，守⽥憲崇，⽥久
保憲⾏，横⼭美佐⼦.

運動発達過程における四つ這い移動の経験が学童期の運動能
⼒に及ぼす影響.

第10回⽇本⼩児理学療法学会学術⼤会，⼩
樽.2023.10.21

国内学会発表 30
⽥中恭⼦，深⼭はるか，⼩川悠，⼩林まどか，千先園⼦. ⼦どもアドボカシーとして⼩児科医は何ができるのか. 第126回⽇本⼩児科学会学術集会, 東京.2023.4.17

国内学会発表 31
新妻隆広，⼤⽇⽅薫. LAMP検査にて確認された帯状疱疹髄膜炎症例. 第14回LAMP研究会，東京.2023.2.25



国内学会発表 32
新妻隆広，⼤⽇⽅薫，福⽥茂孝，遠⼭雄⼤，久⽥研，⽊下
恵司，清⽔俊明，吉川哲史.

⽔痘帯状疱疹ウイルス髄膜炎の4例. 第55回⼩児感染症学会総会・学術集会，名古
屋.2023.11.25

国内学会発表 33
井上幹⼤，⼯藤孝広，岩間達，⾓⽥⽂彦，萩原真⼀郎，中
⼭佳⼦.

⼩児に対するバルーン⼩腸内視鏡の実態調査︓腹部術後内
視鏡の安全性と有効性.

第126回⽇本⼩児科学会学術集会, 東京.2023.4.15

国内学会発表 34
友政弾，鈴⽊資，⽵内⼀朗，後藤公寿，萩原真⼀郎，慶野
⼤，才⽥聡，⽯⽑崇，⼯藤孝広，⽯村匡崇，加藤元博，笹
原洋⼆，森尾友宏，新井勝⼤，⾦兼弘和.

IL 10RA⽋損症に対する造⾎細胞移植. 第23回⽇本⼩児IBD研究会，久留⽶.2023.3.5

国内学会発表 35
清⽔泰岳，南部隆亮，村越孝次，国崎玲⼦，⼯藤孝広，加
藤沢⼦，⽔落建輝，熊⾕秀規，井上幹⼤，後藤友梨[平
野]，新井勝⼤，清⽔俊明.

⽇本⼩児IBDレジストリにおける⼩児期発症IBD患者における成
⻑障害の検討.

第23回⽇本⼩児IBD研究会，久留⽶.2023.3.5

国内学会発表 36
吉⽥正司，南部隆亮，清⽔泰岳，⼯藤孝広，⽴花奈緒，⽔
落建輝，加藤沢⼦，岩⽥直美，熊⾕秀規，岩間達，清⽔俊
明，新井勝⼤.

⼩児炎症性腸疾患におけるチオプリン製剤の副作⽤　⽇本⼩児
IBDレジストリ研究.

第50回⽇本⼩児栄養消化器肝臓学会, 仙台.2023.10.22

国内学会発表 37
南部隆亮，⽯⽑崇，井上幹⼤，⾓⽥⽂彦，加藤沢⼦，⼯藤
孝広，齋藤武，清⽔泰岳，清⽔俊明，新井勝⼤．

⽇本⼩児炎症性腸疾患レジストリ研究︓⼩児潰瘍性⼤腸炎の
治療経過と予後.

第14回⽇本炎症性腸疾患学会学術集会，神⼾.2023.12.1

国内学会発表 38
井上幹⼤，齋藤武，⽯⽑崇，⾓⽥⽂彦，加藤沢⼦，⼯藤孝
広，清⽔泰岳，南部隆亮，清⽔俊明，新井勝⼤．

⽇本⼩児炎症性腸疾患レジストリ研究︓腹部⼿術症例の検討
結果と課題.

第14回⽇本炎症性腸疾患学会学術集会，神⼾.2023.12.1

国内学会発表 39
藤永周⼀郎，権⽥裕亮，遠藤翔太，横⽥俊介，櫻⾕浩志. ソリフェナシン抵抗性の昼間尿失禁患児に対するビベグロン追加投

与の検討.
第126回⽇本⼩児科学会学術集会, 東京.2023.4.16

国内学会発表 40
藤永周⼀郎，斎藤佳奈⼦，⻘⼭周平，横⽥俊介，櫻⾕浩
志.

発症時に浮腫を伴うステロイド抵抗性ネフローゼ症候群は免疫抑
制療法が有効である.

第58回⽇本⼩児腎臓病学会学術集会, ⾼槻.2023.6.29

国内学会発表 41
横⽥俊介，⻲井宏⼀，藤永周⼀郎，濱⽥陸，稲葉彩，伊藤
秀⼀.

リツキシマブ療法を⾏った難治性SRNS症例における治療効果およ
び⻑期予後の多施設検討.

第58回⽇本⼩児腎臓病学会学術集会, ⾼槻.2023.6.29

国内学会発表 42
中川昌，藤村純也，藤原恵，⾕⼝明徳，⽯橋武⼠，富⽥
理，栗本朋⼦，寺尾梨江⼦，⾼⽥オト，清⽔俊明.

パゾパニブおよび陽⼦線治療が奏功した鎖⾻上窩デスモイド腫瘍の
1例.

第126回⽇本⼩児科学会学術集会, 東京.2023.4.16

国内学会発表 43

鈴⽊恭⼦，相原久⼈，佐藤望，⽇⽐⽣武蔵，⽮賀部彩⾳，
服部万⾥⼦，宮野洋希，吉⽥登，宮⽥恵理，柳崎紀⼦，⼤
友義之，坪⾕ひなの，室⽥直紀，上野梨⼦，秋本智史，遠
⼭雄⼤，⼭﨑晋，岩崎友弘，寒⽵正⼈.

⼩児期における先天性凝固異常症の診療. 第30回練⾺医学会，東京.2023.6.1

国内学会発表 44
鈴⽊恭⼦，藤井明⽇⾹，宮平憲，⽜牧史⼦，嶋⼤樹，藤村
純也，⾼橋健，清⽔俊明.

免疫性⾎⼩板減少性紫斑病の経過中に全⾝性エリテマトーデスを
発症した1例.

第65回⽇本⼩児⾎液・がん学会学術集会，札幌.2024.9.30

国内学会発表 45
深⽥彩加，⽥中奈々，⽮崎悠太，浦尾正彦，鈴⽊恭⼦，⼤
友義之.

腸閉塞加療中に低カルニチン⾎症によると考えられる横紋筋融解
を来たした1例.

第57回⽇本⼩児外科学会関東甲信越地⽅会，埼
⽟.2023.10.5

国内学会発表 46
鈴⽊光幸，永⽥万純. 胆道閉鎖症との鑑別を要した原発性免疫不全症の１例︓

GvHDとしての病態.
第16回⺟児間免疫病研究会，⿅児島.2023.7.29

国内学会発表 47
早坂清，鈴⽊光幸，簡野美弥⼦，沼倉周彦，⾕川健，中野
聡，新堀哲也，⻘⽊洋⼦，松原洋⼀，⽥宮元，三井哲夫.

CACYBP/SIP遺伝⼦のヘテロ接合病的バリアントは，優性遺伝を
⽰す肝内胆管減少症の病因である.

第126回⽇本⼩児科学会学術集会, 東京.2023.4.14

国内学会発表 48
⽻⿃麗⼦，鈴⽊光幸，⽥尻仁，中野聡，⿓城真⾐⼦，鈴⽊
⾼⼦，伊藤嘉規，惠⾕ゆり.

⼩児B型肝炎ウイルス感染の臨床経過に関する縦断的観察研究. 第126回⽇本⼩児科学会学術集会, 東京.2023.4.14

国内学会発表 49
⾦成彌，鈴⽊光幸，⿑藤寛貴，平井沙依⼦，清⽔俊明. ⼩児期のうちわ歩⾏治療は寛⾻⾅形成不全を改善させる可能性

がある.
第126回⽇本⼩児科学会学術集会, 東京.2023.4.14



国内学会発表 50
星野絵⾥，森脇健介，森本航輔，堺琴美，下畑宣⾏，此村
恵⼦，浦⼭ケビン，鈴⽊光幸，下妻晃⼆郎.

胆道閉鎖症スクリーニングの費⽤効果分析. 第126回⽇本⼩児科学会学術集会, 東京.2023.4.14

国内学会発表 51
⾦⼦浩太郎，越智崇徳，須⽥⼀⼈, 鈴⽊光幸, ⼭⽥舜介，
武⽥昌宏，澁⾕聡⼀，古賀寛之，⼭⾼篤⾏.

閉塞性⻩疸を呈し胆道閉鎖症との鑑別を要したX連鎖重症複合
免疫不全症の⼀例.

第59回⽇本周産期・新⽣児医学会学術集会，名古
屋.2023.7.9

国内学会発表 52
福嶋健志，鈴⽊光幸，越智崇徳，三原勇太郎，星野顕宏，
福⽥晃也，阪本靖介，笠原群⽣，⾦兼弘和，清⽔俊明.

⼩葉間胆管消失による閉塞性⻩疸をきたしたX連鎖重症複合免
疫不全症の乳児例―⺟児間マイクロキメリズムの関与―.

第39回⽇本⼩児肝臓研究会，横浜.2023.7.15

国内学会発表 53
森潤，鈴⽊光幸，武藤⼤和，齋藤暢知，杉本哲，今川和
⽣，武井 ⼀，⼊⼾野博，清⽔俊明.

乾燥濾紙⾎による先天性胆汁酸代謝異常症のスクリーニングの検
討.

第50回⽇本マススクリーニング学会学術集会，新
潟.2023.8.25

国内学会発表 54
近藤宏樹，多屋馨⼦，乾あやの，鈴⽊光幸，別所⼀彦，⾍
明聡太郎，笠原群⽣，須磨崎亮，細⽮光亮.

原因不明の⼩児急性肝炎に関する実態調査（⼀次調査）に関
する報告.

第50回⽇本⼩児栄養消化器肝臓学会, 仙台.2023.10.21

国内学会発表 55
福嶋健志，鈴⽊光幸，平井沙依⼦，櫻井由美⼦，中野聡，
神保圭佑，箕輪圭，清⽔俊明.

⼩児期反復性・慢性膵炎患者におけるCELA3Bバリアントの検討. 第50回⽇本⼩児栄養消化器肝臓学会, 仙台.2023.10.21

国内学会発表 56
武井⼀，成島聖⼦，鈴⽊光幸，神保圭佑，⽇⽐⽣武蔵，
佐々⽊隆浩，村井毅，⼭下ユキコ，⼩川祥⼆，宇根瑞穂，
⼊⼾野博.

胆汁酸・脂肪酸胆汁酸エステルの同時測定法を⽤いた⼩児潰瘍
性⼤腸炎患者の便中分析.

第44回胆汁酸研究会，名古屋.2023.11.25

国内学会発表 57
⽥尻仁，惠⾕ゆり，⽥中英夫，細野覚代，鈴⽊光幸，⽻⿃
麗⼦，伊藤嘉規.

Ｂ型肝炎感染予防によって⼩児HBV感染者はどれぐらい減少して
いるか︖.

第55回⽇本⼩児感染症学会，名古屋.2023.11.25

国内学会発表 58
武⽥昌寛，武井⼀，鈴⽊光幸，津久井崇⽂，坪井浩⼀，済
陽寛⼦，越智崇徳，澁⾕聡⼀，古賀寛之，⼊⼾野博，⼭⾼
篤⾏.

胆道閉鎖症,完全減⻩成⼈症例における胆汁酸分析. 第50回胆道閉鎖症研究会，東京.2023.12.2

国内学会発表 59
藤本隆⼠，後藤宏希，鈴⽊光幸，宮野剛，岡崎任晴，⽮﨑
悠太，⽥中奈々，浦尾正彦，⽮内俊裕，⼭髙篤⾏，古賀寛
之，須⽥⼀⼈.

胆道閉鎖症肝におけるミトコンドリア機能障害の臨床的意義. 第50回胆道閉鎖症研究会，東京.2023.12.2

国内学会発表 60
越智崇徳，⾦⼦浩太郎，須⽥⼀⼈，鈴⽊光幸，⼭⽥舜介，
武⽥昌寛，澁⾕聡⼀，古賀寛之，⼭髙篤⾏.

閉塞性⻩疸を呈し胆道閉鎖症との鑑別を要したX連鎖重症複合
免疫不全症の⼀例.

第50回胆道閉鎖症研究会，東京.2023.12.2

国内学会発表 61
⽥尻仁，惠⾕ゆり，鈴⽊光幸，伊藤嘉規，⽊村武司，⽥中
靖⼈，⽻⿃麗⼦，⽔落建輝，村上潤.

⼩児HBVキャリアにおけるバイオマーカーの意義︓M2BPGiと⼀般
検査データとの⽐較検討.

第45回⽇本肝臓学会⻄部会，京都.2023.12.7

国内学会発表 62
池野充，秋庭崇⼈，安部信平，江⼝英孝，清⽔俊明. 不随意運動に対してガバペンチンが有効であったSCN8A関連てん

かん性発達性脳症の1例.
第65回⽇本⼩児神経学会学術集会，岡⼭.2023.5.25

国内学会発表 63
菅沼広樹,  東海林宏道, 清⽔俊明. 新⽣児低酸素性虚⾎性脳症における脂質栄養の役割　脂肪酸

代謝産物の網羅的解析による検討.
第126回⽇本⼩児科学会学術集会, 東京.2023.4.14

国内学会発表 64
菅沼広樹，池⽥奈帆，⼤川夏紀，東海林宏道，清⽔俊明. 早産児⺟体における⺟乳中オキシリピンの経時的変化. 第59回⽇本周産期・新⽣児医学会学術集会，名古

屋.2023.7.9

国内学会発表 65
菅沼広樹，池⽥奈帆，⼤川夏紀，東海林宏道，清⽔俊明. ⺟乳が早産児の脂肪酸代謝産物に与える影響. ⽇本脂質栄養学会第32回⼤会，川越.2023.9.9

国内学会発表 66
菅沼広樹，池⽥奈帆，⼤川夏紀，東海林宏道，清⽔俊明. ⺟乳中における多価不飽和脂肪酸代謝産物の経時的変化. 第37回⽇本⺟乳哺育学会学術集会，東京.2023.9.17

国内学会発表 67
⻄﨑直⼈，平野⼤志，⾚川翔平，辻章志，⾼橋健，⾦⼦⼀
成，清⽔俊明.

⼩児夜尿症患者の受診⾏動に 影響を与える因⼦の検討: 浦安
市コホート研究.

第126回⽇本⼩児科学会学術集会, 東京.2023.4.14



国内学会発表 68
四條かおり，⻄﨑直⼈，⻄⽥江璃⼦，阿部華⼦，真⼸怜
奈，⿑藤真⼈，岡﨑任晴，⾼橋健，清⽔俊明.

それぞれの児に多嚢胞性異形成腎を認めた⼆絨⽑膜⼆⽺膜性
双胎の早産児例.

第126回⽇本⼩児科学会学術集会, 東京.2023.4.15

国内学会発表 69
Shiozawa T , Sekita G, Takano S, Tomita S,  Fujita 
W, Fukunaga H, Suwa S.

Case report: A 14-year-old junior high shool student 
recovered from CPA whose orthodromic AVRT was 
thought to trigger VF during running.

第69回⽇本不整脈⼼電学会学術⼤会，札幌.2023.7.7

国内学会発表 70
中川詩穂，福永英⽣，林英守，⼤澤翔太，浅⾒陽介，髙島
滉平，⽊村友紀，⿊⽥俊介，松本紘毅，飯嶋賢⼀，関⽥
学，南野徹.

slow pathway area焼灼により右冠状動脈の完全閉塞を認め
た房室結節リエントリー性頻拍(AVNRT)の1例.

カテーテルアブレーション関連秋季⼤会2023，福
岡.2023.11.18

国内学会発表 71

Shimada S、Ng B，White A, Nickander K，Lam C, 
Font-Montgomery E, Lourenco C，He M，Umana L，
Haynes D，Byers H，Sachdev R，Malone S, Scheffer 
I，Adams D，Gahl W， Malicdan M，Raymond K，
Freeze H，Wolfe L.

MOGS-CDGの臨床的、⽣化学的および遺伝学的特徴． 第45回⽇本⼩児遺伝学会学術集会，東京.2023.1.29

国内学会発表 72
Shimada S, Tambe MA, Ng BG, Wolfe LA, Adams 
DR, Gahl WA, Malicdan MCV, Freeze HH.

Glycan analysis reveals neurodevelopmental 
disorders with intractable epilepsy: GET4 associated 
disorder.

第65回⽇本⼩児神経学会学術集会，岡⼭.2023.5.25

国内学会発表 73
Shimada S, Tambe MA, Ng BG, White A, Nickarder 
KK, Adams DA, Gahl WA, Freeze HH, Raymond KM, 
Malicdan MCV.

Glycan analysis reveals neurodevelopmental 
disorders with intractable epilepsy.

第56回⽇本てんかん学会学術集会，東京.2023.10.20

国内学会発表 74
神保圭佑，遠藤佳⼦，⽇⽐⽣武蔵，柏⽊項介，丸⼭起三
⼦，徳島⾹央⾥，新井喜康，宮⽥恵理，鈴⽊光幸，⼯藤孝
広，⼤塚宜⼀，清⽔俊明.

⼩児IBDの探究-その奥へ-　経会陰的superb micro-
vascular imagingによる潰瘍性⼤腸炎と⾮炎症性腸疾患の鑑
別.

第50回⽇本⼩児栄養消化器肝臓学会, 仙台.2023.10.21

国内学会発表 75
神保圭佑，徳島⾹央⾥，新井喜康，鈴⽊光幸，⼯藤孝広，
清⽔俊明.

Superb micro-vascular imagingによるUCと⾮IBD腸炎の
直腸病変の鑑別.

第14回⽇本炎症性腸疾患学会学術集会，神⼾.2023.12.2

国内学会発表 76

福嶋健志，神保圭佑，福⽥茂孝，遠藤佳⼦，⽇⽐⽣武蔵，
⼾⽥⽅紀，柏⽊項介，永⽥万純，丸⼭起三⼦，伊藤夏
希,，徳島⾹央⾥，新井喜康，吉村良⼦，宮⽥恵理，⼯藤
孝広，⼤塚宜⼀，清⽔俊明.

炎症性腸疾患に合併した尿路結⽯症における検討. 第23回⽇本⼩児IBD研究会，久留⽶.2023.3.4

国内学会発表 77
萩原真⼀郎，神保圭佑，南部隆亮，⽔落建輝，梶恵美⾥，
垣内俊彦，肥塚慶之助，前⼭隆智，⼤沼真輔，川井正信，
惠⾕ゆり.

⼩児炎症性腸疾患におけるレミチェックQを⽤いた⾎中インフリキシ
マブトラフ濃度の検討　多施設共同研究.

第23回⽇本⼩児IBD研究会，久留⽶.2023.3.4

国内学会発表 78
萩原真⼀郎，神保圭佑，南部隆亮，⽔落建輝，梶恵美⾥，
垣内俊彦，肥塚慶之助，前⼭隆智，⼤沼真輔，川井正信，
惠⾕ゆり.

⼩児炎症性腸疾患におけるレミチェックQを⽤いた⾎中インフリキシ
マブトラフ濃度の検討　多施設共同研究.

第50回⽇本⼩児栄養消化器肝臓学会, 仙台.2023.10.21

国内学会発表 79

幾瀨圭，福⽥茂孝，遠藤佳⼦，⽇⽐⽣武蔵，⼾⽥⽅紀，柏
⽊項介，永⽥万純，丸⼭起三⼦，伊藤夏希，徳島⾹央⾥，
時⽥万英，新井喜康，吉村良⼦，丘逸宏，京⼾玲⼦，佐藤
真教，宮⽥恵理，神保圭佑，⼯藤孝広，清⽔俊明.

⼩児期のH. pylori関連ディスペプシアに関する検討. 第126回⽇本⼩児科学会学術集会, 東京.2023.4.16

国内学会発表 80
⼤塚彩加，幾瀬圭，武藤⼤和，佐藤恵也，⼭⽥啓迪，齋藤
暢知，池野充，菅沼広樹，久⽥研，東海林宏道，清⽔俊
明.

卵巣嚢腫の切除を要した早産児卵巣過剰刺激症候群の1例. 第126回⽇本⼩児科学会学術集会, 東京.2023.4.14

国内学会発表 81
⼤塚彩加，幾瀬圭，武藤⼤和，⼭⽥啓迪，齋藤暢知，池野
充，菅沼広樹，久⽥研，東海林宏道，清⽔俊明.

卵巣嚢腫の摘出術を⾏った早産児卵巣過剰刺激症候群の1例. 第59回⽇本周産期・新⽣児医学会学術集会，名古
屋.2023.7.10



国内学会発表 82
⼤塚彩加，幾瀬圭，永⽥万純，佐藤恵也，佐藤浩之，加護
祐久，井福真友美，⽥中登，松井こと⼦，福永英⽣，⼯藤
孝広，清⽔俊明.

便中カルプロテクチン値の測定が壊死性腸炎の病勢把握に有⽤で
あった複雑先天性⼼疾患の1例.

第50回⽇本⼩児栄養消化器肝臓学会, 仙台.2023.10.22

国内学会発表 83
⼤塚彩加，幾瀬圭，荒井美輝，⼭⽥啓迪，菅沼広樹，久⽥
研，東海林宏道，清⽔俊明.

卵巣嚢腫に対する外科的治療を要した早産児卵巣過剰刺激症
候群の1例.

第67回⽇本新⽣児成育医学会・学術集会，横
浜.2023.11.3

国内学会発表 84
箕輪圭，鈴⽊光幸，平井沙依⼦，武藤⼤和，武井⼀，⼊⼾
野博，清⽔俊明，William M. Pandak，柿⼭⽞太.

インスリン抵抗性によるミトコンドリアコレステロール酸化物の蓄積が
脂肪肝から⾮アルコール性脂肪性肝炎を惹起する.

第50回⽇本⼩児栄養消化器肝臓学会, 仙台.2023.10.21

国内学会発表 85
⽥中登，佐藤浩之，⻄⼭樹，井福真友美，磯武史，松井こ
と⼦，福永英⽣，⾼橋健，稀代雅彦，清⽔俊明.

XXLバルーンカテーテルを⽤いた経⽪的⾎管形成術の経験. 第33回JCIC学術集会，東京.2023.1.19

国内学会発表 86
村野弥⽣，⽶岡⼤輔，坂巻健， 東海林宏道，Stuart 
Gilmour，清⽔俊明.

本邦における低出⽣体重児の年次推移についての検討. 第126回⽇本⼩児科学会学術集会, 東京.2023.4.14

国内学会発表 87
村野弥⽣，⽶岡⼤輔，東海林宏道，清⽔俊明. 本邦における出⽣数および低出⽣体重児とHoliday effectの関

係について.
第11回DOHaD学会学術集会，福島.2023.8.5

国内学会発表 88
村野弥⽣，佐藤俊介，東海林宏道，清⽔俊明 . 本邦のlate pretermやearly term出⽣の推移. 第67回⽇本新⽣児成育医学会・学術集会，横

浜.2023.11.2

国内学会発表 89
五⼗嵐鮎⼦，本庄明⽇⾹，中野沙季，草野晋平，関⼝早
紀，成⽥知聡，志村直⼈.

COVID脳症の1例. 第37回城東神経懇話会，東京.2023.1.20

国内学会発表 90
五⼗嵐鮎⼦，秋⾕梓，草野晋平，平井沙依⼦，中野聡，稲
⽑英介，松井こと⼦，池野充，清⽔俊明.

⼩児科医の当直明け帰宅制度の整備に関する多施設アンケート
調査.

第126回⽇本⼩児科学会学術集会, 東京.2023.4.16

国内学会発表 91
⽵内ふづき，五⼗嵐鮎⼦，成⽥知聡，藤井明⽇⾹，宮脇華
⼦，草野晋平，関⼝玲⼦，志村直⼈.

けいれん発作を契機に診断されたLandau-Kleffner症候群の⼀
例.

第38回城東神経懇話会，東京.2023.6.30

国内学会発表 92
櫻⾕浩志，横⽥俊介，遠藤翔太，権⽥裕亮，森⿇希⼦，村
上仁彦，康勝好，藤永周⼀郎.

造⾎細胞移植後に膜性腎症による⼆次性ネフローゼ症候群を発
症した2例.

第126回⽇本⼩児科学会学術集会, 東京.2023.4.14

国内学会発表 93
櫻⾕浩志，平野⼤志，横⽥俊介，遠藤翔太，権⽥裕亮，藤
永周⼀郎.

初発時ステロイド感受性ネフローゼ症候群患者におけるステロイド
抵抗性再発の危険因⼦.

第58回⽇本⼩児腎臓病学会学術集会，⼤阪.2023.6.29

国内学会発表 94
櫻⾕浩志，横⽥俊介，藤永周⼀郎. COVID-19感染が発症契機となったC3 p.1157T遺伝⼦変異

による⾮典型溶⾎性尿毒症症候群の7歳男児例.
第53回⽇本腎臓病学会東部学術集会，仙台.2023.9.15

国内学会発表 95
⻘⼭周平，櫻⾕浩志，齋藤佳奈⼦，坂⼝晴英，横⽥俊介，
野津寛⼤，藤永周⼀郎.

新⽣児期に偽性低アルドステロン症と診断された1型Bartter症候
群の男児例.

第44回⽇本⼩児体液研究会，Web開催.2023.9.9

国内学会発表 96
齋藤佳奈⼦，⻘⼭周平，坂⼝晴英，横⽥俊介，櫻⾕浩志，
藤永周⼀郎.

新⽣児期より遷延する⾼⾎圧により⼼不全治療を要した常染⾊
体潜性多発性嚢胞腎.

第29回⽇本⼩児⾼⾎圧研究会，Web開催.2023.9.10

国内学会発表 97
坂⼝晴英，横⽥俊介，櫻⾕浩志，藤永周⼀郎. ネフローゼ症候群で発症した膜性増殖型PGNMIDの⼩児例. 第53回⽇本腎臓病学会東部学術集会，仙台.2023.9.15

国内学会発表 98
横⽥俊介，坂⼝晴英，櫻⾕浩志，藤永周⼀郎. 無症候性蛋⽩尿からCUBN遺伝⼦異常と診断した2⼩児例. 第53回⽇本腎臓病学会東部学術集会，仙台.2023.9.15

国内学会発表 99
齋藤佳奈⼦，⻘⼭周平，坂⼝晴英，横⽥俊介，櫻⾕浩志，
藤永周⼀郎.

オビヌツズマブを投与したステロイド依存性ネフローゼ症候群の7歳
男児.

第18回埼⽟腎膠原病研究会，さいたま.2023.11.10

国内学会発表 100
⻘⼭周平，横⽥俊介，齋藤佳奈⼦，坂⼝晴英，櫻⾕浩志，
藤永周⼀郎.

CCPD開始後に交通性陰嚢浮腫を来した18歳男児. 第44回⽇本⼩児腎不全学会学術集会，佐賀.2023.11.30



国内学会発表 101
坂⼝晴英，⻘⼭周平，齋藤佳奈⼦，横⽥俊介，櫻⾕浩志，
村上仁彦，森貞直哉，野津寛⼤，藤永周⼀郎.

腎外症状を認めず腹腔鏡下腎⽣検で診断した若年性ネフロン癆
の14歳男児.

第44回⽇本⼩児腎不全学会学術集会，佐賀.2023.11.30

国内学会発表 102
横⽥俊介，⻘⼭周平，齋藤佳奈⼦，坂⼝晴英，櫻⾕浩志，
尾⽥⾼志，藤永周⼀郎.

ネフローゼ症候群を呈した感染関連⽷球体腎炎の4歳⼥児. 第44回⽇本⼩児腎不全学会学術集会，佐賀.2023.11.30

国内学会発表 103
齋藤佳奈⼦，⻘⼭周平，坂⼝晴英，横⽥俊介，櫻⾕浩志，
野津寛⼤，藤永周⼀郎.

ステロイド薬開始前に早期診断し得たACTN4遺伝⼦異常による
遺伝性巣状分節性⽷球体硬化症の3歳男児.

第44回⽇本⼩児腎不全学会学術集会，佐賀.2023.12.1

国内学会発表 104
⻘⼭周平，齋藤佳奈⼦，坂⼝晴英，横⽥俊介，櫻⾕浩志，
藤永周⼀郎.

⻑期の⾎液透析を要したgarland patternの溶連菌感染後急
性⽷球体腎炎.

第36回⼩児PD/HD研究会，東京.2023.12.2

国内学会発表 105
富⽥理，藤原恵，⾕⼝明徳，⽯橋武⼠，栗本朋⼦，寺尾梨
江⼦，⾼⽥オト，藤村純也，清⽔俊明.

Wilms腫瘍治療後に重度の胸郭変形および呼吸・循環不全をき
たした1例.

第126回⽇本⼩児科学会学術集会, 東京.2023.4.15

国内学会発表 106
富⽥理，藤原恵，⾕⼝明徳，⽯橋武⼠，栗本朋⼦，寺尾梨
江⼦，⾼⽥オト，藤村純也，清⽔俊明.

⼆次性急性⾻髄性⽩⾎病の⼼筋病変により死亡したDown症
⼥児の1例.

第65回⽇本⼩児⾎液・がん学会学術集会，札幌.2023.9.30

国内学会発表 107
⽯橋武⼠，藤原恵，⾕⼝明徳，富⽥理，栗本朋⼦，寺尾梨
江⼦，⾼⽥オト，藤村純也，清⽔俊明.

バーキットリンパ腫再発治療中にセフェピム脳症を発症した8歳男児
例.

第65回⽇本⼩児⾎液・がん学会学術集会，札幌.2023.9.29

国内学会発表 108

井上久美⼦，乃⽊⽥正俊，中道伸彰，伊藤正範，⻄﨑淑
美，萩尾真理，岩丸良⼦，内藤朋⺒，有井直⼈，⼤⼭昇
⼀，染⾕克枝，酒井明美，⼤園あゆみ，園⽥綾⼦，藤川由
紀⼦，橋本亜友⼦.

⼆次病院における地域カンファレンスの現状と今後の課題. 第190回⽇本⼩児科学会埼⽟地⽅会，川⼝.2023.2.19

国内学会発表 109
⼤島華倫，稲⽑英介，⼭⽥啓迪，⽥中裕⼦，松本恵，⼭﨑
晋，⾺場洋介，⼯藤孝広，⼤塚宜⼀，富沢雄⼆，清⽔俊
明.

⻑期経過中に進⾏性多巣性⽩質脳症を呈したNFKB2異常症の
1例.

第126回⽇本⼩児科学会学術集会, 東京.2023.4.15

国内学会発表 110
坂⼝陽平，⽯⽥理奈，関⼝早紀，杉⼭恵⼀郎，原⽥祥⼦，
中澤美賀，⼊⿅⼭佳代，⾼京愛，醍醐政樹，⼩松充孝.

イヌ咬傷にて発症した新⽣児パスツレラ症. 第36回⽇本⼩児救急医学会学術集会，松⼾.2023.7.22

国内学会発表 111
⼟屋ひかる，仲川真由，遠藤周，三森愛美，新井喜康，中
村明雄，⼭﨑晋，稲⽑英介，神保圭佑，安部信平，鈴⽊光
幸，清⽔俊明.

紫斑と汎⾎球減少を契機に診断した⾎栓性微⼩⾎管症を伴う全
⾝性エリテマトーデスの13歳⼥⼦例.

第126回⽇本⼩児科学会学術集会, 東京.2023.4.14

国内学会発表 112
⼭﨑晋，⽯川仁太朗，佐藤俊介，佐藤望，⽮賀部彩⾳，武
⽥翔，宮野洋希，遠⼭雄⼤，宮⽥恵理，丘逸宏，吉⽥登，
鈴⽊恭⼦，清⽔正樹，森雅亮，⼤友義之，清⽔俊明.

若年性⽪膚筋炎と全⾝型若年性特発性関節炎の鑑別に　　サイ
トカインプロファイル解析が有⽤であった1例.

第126回⽇本⼩児科学会学術集会, 東京.2023.4.14

国内学会発表 113
⼭﨑晋，稲⽑英介，神保圭佑，鈴⽊光幸，宮岡双葉，⾦⼦
修也，伊良部仁，真保⿇実，阿久津裕⼦，清⽔正樹，森雅
亮，鈴⽊恭⼦，⼤友義之.

トファチニブが奏効した若年性⽪膚筋炎の2例. 第12回東⽇本リウマチ研究会，千葉.2023.5.13

国内学会発表 114
⼭﨑晋，脇⼝宏之，伊藤尚弘，⽯森真吾，⼤⻄卓磨，⼋代
将登，⼤友義之，岡藤郁夫，⼩林⼀郎.

「⼩児の臓器移植および免疫不全状態における予防接種ガイドラ
イン」改訂に向けて︓システマティックレビュー報告.

第32回⽇本⼩児リウマチ学会総会・学術集会，⼤
宮.2023.10.14

国内学会発表 115
⽯川有希美，嶋泰樹，⽥久保憲⾏，⾼橋健，清⽔俊明. 経過中に可逆性脳梁膨⼤部病変を認めた甲状腺クリーゼの1例. 第33回臨床内分泌Update，横浜.2023.11.4

国内学会発表 116
⼩野馨⼦，嶋泰樹，池野充，安部信平，⾼橋健，清⽔俊
明.

甲状腺クリーゼに合併した可逆性脳梁膨⼤部病変を有する軽症
脳炎・脳症（MERS）の1例.

第65回⽇本⼩児神経学会学術集会，岡⼭.2023.5.26

国内学会発表 117
宮⼭千春，東海林宏道， 村野弥⽣，清⽔俊明. 当⼤学職員を対象とした⽣後早期と成⼈期の体格測定値の関連

についての検討.
第59回⽇本周産期・新⽣児医学会学術集会，名古
屋.2023.7.11



国内学会発表 118
宮⼭千春，東海林宏道，村野弥⽣，清⽔俊明. 成⼈健診時のアンケート調査を⽤いた⽣後早期と成⼈期における

体格測定値の関連についての検討（第2報）.
第11回DOHaD学会学術集会，福島.2023.8.4

国内学会発表 119
宮⼭千春，⽥中慎⼀朗，新⽥晃久. 当院で出⽣し次世代シーケンサーによる遺伝⼦解析で診断し得た

Bryant-Li-Bhoj neurodevelopmental syndrome 
1(BRYLIB1)の１例.

第67回⽇本新⽣児成育医学会・学術集会，横
浜.2023.11.3

国内学会発表 120
宮⼭千春，東海林宏道，村野弥⽣，清⽔俊明. 乳幼児期の BMI が成⼈期の体格に及ぼす影響についての検討. 第6回臨床DOHaDセミナー，Web開催.2023.1.21

国内学会発表 121
杉⼭洋平，鈴⽊光幸，惠⾕ゆり，村⼭圭，岡﨑康司，清⽔
俊明.

ミトコンドリアカクテル療法により慢性下痢が改善した⽑髪肝腸症
候群（TTC37変異）の1例.

第64回⽇本先天代謝異常学会学術集会,第19回アジア先天代
謝異常症シンポジウム，⼤阪.2023.10.6

国内学会発表 122
杉⼭洋平，鈴⽊光幸，惠⾕ゆり，村⼭圭，岡﨑康司，清⽔
俊明.

ミトコンドリアカクテル療法により慢性下痢が改善した⽑髪肝腸症
候群（TTC37変異）の1例.

第50回⽇本⼩児栄養消化器肝臓学会, 仙台.2023.10.22

国内学会発表 123
⽥中裕⼦，松本恵，稲⽑英介，遠藤明史，中林洋介，横⾕
進，岩間達，⾺場洋介，⼯藤孝広，⼤塚宜⼀，清⽔俊明.

国内診療報酬データベースを⽤いた⼩児鎮静下MRI撮影加算の
全国算定状況とその経時変化.

第126回⽇本⼩児科学会学術集会, 東京.2023.4.16

国内学会発表 124
⽥中裕⼦，⽯川仁太郎，⼭⽥啓迪，⼤島華倫，⼭﨑晋，本
庄明⽇⾹，稲⽑英介，⾺場洋介，⼯藤孝広，⼤塚宜⼀，清
⽔俊明.

慢性呼吸不全により死亡したX連鎖無ガンマグロブリン⾎症の成⼈
例.

第60回⽇本⼩児アレルギー学術集会，京都.2023.11.18

国内学会発表 125
⽥中裕⼦，⼭﨑晋，稲⽑英介，鈴⽊光幸，⼯藤孝広，⼤塚
宜⼀，星野顕宏，⾦兼弘和，清⽔俊明.

Maternal T-cell engraftmentで胆汁うっ滞を呈したX連鎖重
症複合免疫不全症の1例.

第72回⽇本アレルギー学会学術⼤会，東京.2023.10.21

国内学会発表 126
中野聡，⼾川貴夫，今川和⽣，伊藤彰悟，三原勇太郎，草
野弘宣，⿅⽑政義，⼊⼾野博，林久允.

⼩児期発症の胆汁うっ滞性肝疾患を対象とした多施設前向きレ
ジストリ（CIRCLe）の現況.

第126回⽇本⼩児科学会学術集会, 東京.2023.4.14

国内学会発表 127
近藤宏樹，中野聡，⽔野忠快，別所⼀彦，⻑⾕川泰浩，中
澤温⼦，⾕川健，東良紘，岡本⻯弥，乾あやの，今川和
⽣，笠原群⽣，全陽，鈴⽊光幸，林久允.

進⾏性家族性肝内胆汁うっ滞症2型の⾃⼰肝⾃然歴についての
疫学調査.

第39回⽇本⼩児肝臓研究会，横浜.2023.7.15

国内学会発表 128
中野聡，⼊⼾野博，鈴⽊光幸，乾あやの，林久允. 進⾏性家族性肝内胆汁うっ滞症（PFIC）における肝逸脱酵素

値による病型鑑別.
第38回神奈川県⼩児肝・消化器疾患研究会，横
浜.2023.8.26

国内学会発表 129
中野聡，鈴⽊光幸，⽔落建輝，別所⼀彦，惠⾕ゆり，⽥尻
仁.

C型肝炎⺟⼦感染例の⾃然歴に関する検討. 第50回⽇本⼩児栄養消化器肝臓学会, 仙台.2023.10.21

国内学会発表 130
中野聡，今川和⽣，伊藤彰悟，⼾川貴夫，三原勇太郎，草
野弘宣，⼊⼾野博，林久允.

⼩児期発症胆汁うっ滞疾患レジストリCIRCLe報告1︓現在まで
の進捗状況.

第50回⽇本⼩児栄養消化器肝臓学会, 仙台.2023.10.21

国内学会発表 131
⼤塚茜，⼤槻美穂，宮内久珠⼦，橋本雅⼦，⼤塚宏⼦，中
野聡，吉⽥千賀⼦.

おむつ⽪膚炎の創部処置に恐怖や不安がある⺟親への看護介
⼊.

⽇本⼩児看護学会第33改学術集会，横浜.2023.7.16

国内学会発表 132

宮⽥恵理，神保圭佑，遠藤佳⼦，福⽥茂孝，⽇⽐⽣武蔵，
柏⽊項介，永⽥万純，丸⼭起三⼦，徳島⾹央⾥，伊藤夏
希，新井喜康，関⼝玲⼦，佐藤真教，⼯藤孝広，清⽔俊
明.

⾷物蛋⽩誘発胃腸症のクラスター分類と超⾳波画像における責
任病変の⽐較.

第126回⽇本⼩児科学会学術集会, 東京.2023.4.15

国内学会発表 133
⾕⼝明徳，丸⼭和隆，藤原恵，⽯橋武⼠，富⽥理，栗本朋
⼦，寺尾梨江⼦，⾼⽥オト，藤村純也，清⽔俊明.

集学的治療により歩⾏可能となった脊髄AT/RTの⼥児例. 第126回⽇本⼩児科学会学術集会, 東京.2023.4.15

国内学会発表 134
⾕⼝明徳，丸⼭和隆，藤原恵，⽯橋武⼠，富⽥理，栗本朋
⼦，寺尾梨江⼦，⾼⽥オト，藤村純也，清⽔俊明.

永続的なインスリン治療を要したBCP-ALL思春期⼥⼦例. 第85回⽇本⾎液学会学術集会，東京.2023.10.15

国内学会発表 135
芳沢杏美，⼀⾊美和，由利⿇⾐⼦，堀内裕紀，⾕⼝明徳，
藤村純也，⽥部陽⼦，佐藤尚武，三井⽥孝.

TAF15::ZNF384融合遺伝⼦陽性B-ALLの1症例. 第33回⽇本サイトメトリー学会学術集会，Web開
催.2023.7.22



国内学会発表 136
芳井あかり，岩橋智史，⼭崎優太，北原エリ⼦，藤原俊之，
⾕⼝明徳，藤村純也.

就学に向けた多職種アプローチにおいて理学療法を⾏った⾮定型
奇形腫様/ラブドイド腫瘍の⼀症例.

第10回⽇本⼩児理学療法学会学術集会，⼩
樽.2023.10.21

国内学会発表 137
井福真友美. 腎不全を合併し⼼不全管理に難渋したPA,DORVの低出⽣体重

児例.
第34回東京循環器⼩児科治療Agora，東京.2023.3.18

国内学会発表 138
丘逸宏，細井賢⼆，⽮部清晃，佐藤真教. ⼩児患者における⾎清LRGおよび便中カルプロテクチンと内視鏡所

⾒の検討.
第50回⽇本⼩児栄養消化器肝臓学会, 仙台.2023.10.22

国内学会発表 139
⿑藤真⼈，⻄﨑直⼈，平野⼤志，髙橋健，⼤⽯公彦，清⽔
俊明.

夜尿症に関連する⽇本語版YouTube動画の信頼性と妥当性. 第126回⽇本⼩児科学会学術集会, 東京.2023.4.14

国内学会発表 140
⿑藤真⼈，林昴彦，権⽥裕亮，⻄﨑直⼈. ⼤学病院を紹介受診した夜尿症患者の受診前後の特徴に関す

る検討.
第34回⽇本夜尿症・尿失禁学会学術集会，軽井
沢.2023.7.16

国内学会発表 141
吉⽥登，川⼾千明，新島新⼀，⼤友義之，清⽔俊明. 亜鉛⽋乏が思春期学⽣に与える影響. 第126回⽇本⼩児科学会学術集会, 東京.2023.4.14

国内学会発表 142
吉⽥登，清⽔俊明. COVID-19流⾏が⼩児神経患者受診に与える影響. 第65回⽇本⼩児神経学会学術集会，岡⼭.2023.5.25

国内学会発表 143
秋本智史, ⾼橋健, 佐藤望, 服部万⾥⼦, 室⽥直樹, 上野梨
⼦, 吉⽥登, ⼭崎晋, 岩崎友弘, 寒⽵正⼈, 清⽔俊明.

ベッドサイドモニタ⼼電図を⽤いた早産児・正期産児の⼼拍変動
解析とその経時的変化.

第126回⽇本⼩児科学会学術集会, 東京.2023.4.14

国内学会発表 144
秋本智史, ⾼橋健, 岩原可名⼈, ⾚塚祐介, 佐藤恵也, 佐藤
浩之, ⻄⼭樹, 福永英⽣, 清⽔俊明.

ベッドサイドモニタ⼼電図を⽤いた⼼拍変動解析により早産児・正
期産児の⾃律神経機能の特徴を明らかにする.

第59回⽇本⼩児循環器学会総会・学術集会，横
浜.2023.7.8

国内学会発表 145
秋本智史, ⾼橋健, 室⽥直紀, 上野梨⼦, ⼭崎晋, 岩崎友弘, 
寒⽵正⼈, 清⽔俊明.

ベッドサイドモニタ⼼電図を⽤いた⼼拍変動解析により早産児・正
期産児の⾃律神経機能の特徴を明らかにする.

第59回⽇本周産期・新⽣児医学会学術集会，名古
屋.2023.7.9

国内学会発表 146
新井喜康，神保圭佑，柏⽊項介，永⽥万純，徳島⾹央⾥，
福嶋健志，宮⽥恵理，島村勇⼈，⼯藤孝広，井上晴洋，清
⽔俊明.

好酸球浸潤のみられた⾷道アカラシアに対し経⼝内視鏡的筋層
切開術（POEM）による治療が有⽤であった1例.

第50回⽇本⼩児内視鏡研究会，横浜.2023.6.24

国内学会発表 147
新井喜康，神保圭佑，福⽥茂孝，柏⽊項介，徳島⾹央⾥，
吉村良⼦，福嶋健志，関⼝玲⼦，佐藤真教，宮⽥恵理，⼯
藤孝広，清⽔俊明.

乳幼児期発症の腸リンパ管拡張症による蛋⽩漏出性胃腸症に対
しソマトスタチンアナログ持続静注法が有効であった1例.

第50回⽇本⼩児栄養消化器肝臓学会, 仙台.2023.10.22

国内学会発表 148
権⽥裕亮，横⽥俊介，遠藤翔太，櫻⾕浩志，佐藤智，菅沼
栄介，藤永周⼀郎.

⼩児全⾝性エリテマトーデスにおける初発時低リン⾎症合併の危険
因⼦と臨床経過の検討.

第126回⽇本⼩児科学会学術集会, 東京.2023.4.14

国内学会発表 149
権⽥裕亮，⻘⼭周平，齋藤佳奈⼦，藤永周⼀郎. 難治性⾮単⼀症候性夜尿症に対する膀胱尿道内視鏡検査の適

応.
第34回⽇本夜尿症・尿失禁学会学術集会，軽井
沢.2023.7.15

国内学会発表 150
権⽥裕亮，⻄﨑直⼈，林昂彦，加藤春輝，宮野剛，岡崎任
晴.

尿路感染症の既往のない先天性腎尿路異常による慢性腎臓病
の5歳男児例.

第32回⽇本⼩児泌尿器科学会学術集会，神⼾.2023.7.19

国内学会発表 151
武政洋⼀，横⽥俊介，遠藤翔太，権⽥裕亮，櫻⾕浩志，藤
永周⼀郎.

シクロスポリン投与後の⼩児特発性ネフローゼ症候群における成⼈
期CKD移⾏の危険因⼦.

第126回⽇本⼩児科学会学術集会, 東京.2023.4.14

国内学会発表 152
⻘⼭周平，齋藤佳奈⼦，横⽥俊介，権⽥裕亮，遠藤翔太，
櫻⾕浩志，藤永周⼀郎.

⼩児膜性ループス腎炎の臨床的特徴. 第126回⽇本⼩児科学会学術集会, 東京.2023.4.14

国内学会発表 153
横⽥俊介，遠藤翔太，権⽥裕亮，櫻⾕浩志，藤永周⼀郎. ステロイド薬開始前に早期診断し得た遺伝性巣状分節性⽷球体

硬化症の幼児.
第126回⽇本⼩児科学会学術集会, 東京.2023.4.14

国内学会発表 154
齋藤佳奈⼦、⻘⼭周平、横⽥俊介、遠藤翔太、権⽥裕亮、櫻⾕
浩志、藤永周⼀郎.

扁摘パルスが療法が⾏われた⼩児紫斑病性腎炎の⻑期予後. 第126回⽇本⼩児科学会学術集会, 東京.2023.4.14



国内学会発表 155
⻘⼭周平，齋藤佳奈⼦，横⽥俊介，権⽥裕亮，遠藤翔太，
櫻⾕浩志，藤永周⼀郎.

⼩児膜性ループス腎炎の臨床的特徴. 第126回⽇本⼩児科学会学術集会, 東京.2023.4.16

国内学会発表 156
齋藤佳奈⼦，⻘⼭周平，横⽥俊介，遠藤翔太，権⽥裕亮，
櫻⾕浩志，藤永周⼀郎.

扁摘パルス療法が⾏われた⼩児紫斑病性腎炎の⻑期予後. 第126回⽇本⼩児科学会学術集会, 東京.2023.4.16

国内学会発表 157
武政洋⼀，横⽥俊介，遠藤翔太，権⽥裕亮，櫻⾕浩志，平
野⼤志，藤永周⼀郎.

シクロスポリン投与後の⼩児特発性ネフローゼ症候群における成⼈
期CKD移⾏の危険因⼦.

第58回⽇本⼩児腎臓病学会学術集会, ⾼槻.2023.6.29

国内学会発表 158
⻘⼭周平，斎藤佳奈⼦，横⽥俊介，遠藤翔太，権⽥裕亮，
櫻⾕浩志，藤永周⼀郎.
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⼤、清⽔俊明.

⽇本⼩児IBDレジストリ研究におけるvery early onset IBDと
monogenic IBDの実態.

第50回⽇本⼩児栄養消化器肝臓学会, 仙台.2023.10.22
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佐藤恵也，福永英⽣，井福真友美，磯武史，⽥中登，原⽥
真菜，松井こと⼦，稀代雅彦，清⽔俊明.

体肺動脈側副⾎⾏により術中体外循環離脱困難であったが⾎管
塞栓術により改善した肺動脈閉鎖兼⼼室中隔⽋損の乳児例.

第33回JCIC学術集会，東京.2023.1.19

国内学会発表 202
佐藤恵也，⾼橋健，⾚塚祐介，加護祐久，秋⾕梓，秋本智
史，井福真友美，細野優，重光幸栄，中⻄啓介，川崎志保
理，清⽔俊明.

ファロー四徴症術後患者におけるストレイン解析を⽤いた左房機能
評価.

第126回⽇本⼩児科学会学術集会, 東京.2023.4.15
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篁悠太，⾦⼦智洋，⼤塚隆弘，加藤隆⽣，清⽔逸平，宮崎
彩記⼦，岩⽥洋，南野徹，渡邊直紀，筒井深雪，⾼久智
⽣，安藤美樹，中⻄啓介，佐藤惠也，⽥中登，福永英⽣，
宮上泰樹，内藤俊夫，横塚典⼦.

Rastelli術後遠隔期に導管機能不全に加え、慢性⼼筋炎による
低左⼼機能をきたした1例.

第24回⽇本成⼈先天性⼼疾患学会　総会・学術集会，愛
媛.2023.1.13
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佐藤浩之，⽥中登，⾚塚祐介，⻄⼭樹，佐藤恵也，加護祐
久，秋⾕梓，井福真友美，原⽥真菜，松井こと⼦，福永英
⽣，稀代雅彦，清⽔俊明.

⼼臓カテーテル検査中に肺⾼⾎圧クリーゼを発症した重症特発性
肺⾼⾎圧症の幼児例.

第59回⽇本⼩児循環器学会総会・学術集会，横
浜.2023.7.7



国内学会発表 205

德島⾹央⾥，神保圭佑，福⽥茂孝，遠藤佳⼦，⽇⽐⽣武
蔵，⼾⽥⽅紀，柏⽊項介，永⽥万純，丸⼭起三⼦，伊藤夏
希，新井喜康，中村明雄，関⼝玲⼦，宮⽥恵理，⼯藤孝
広，清⽔俊明.

⼩児炎症性腸疾患（IBD）における機能性消化管障害
（FGIDs）の合併に関する検討; 単施設後⽅視的観察研究.

第126回⽇本⼩児科学会学術集会, 東京.2024.4.15
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徳島⾹央⾥，神保圭佑，⽇⽐⽣武蔵，⼾⽥⽅紀，伊藤夏
希，新井喜康，中村明雄，佐藤真教，関⼝玲⼦，宮⽥恵
理，⼯藤孝広，清⽔俊明.

⼩児炎症性腸疾患（IBD）における機能性消化管障害
（FGIDs）の合併に関する検討; 単施設後⽅視的観察研究.

第50回⽇本⼩児栄養消化器肝臓学会, 仙台.2023.10.21
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⻄⼭樹，福永英⽣，佐藤恵也，佐藤浩之，井福真友美，磯
武史，⽥中登，松井こと⼦，林英守，清⽔俊明.

⼩児カテーテルインターベンション症例におけるPerclose 
ProGlideを⽤いた⽌⾎の有効性および安全性.

第33回JCIC学術集会，東京.2023.1.19
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⻄⼭樹，福永英⽣，佐藤恵也，佐藤浩之，井福真友美，磯
武史，⽥中登，原⽥真菜，松井こと⼦，稀代雅彦，⾼橋
健，⼤澤翔太，鈴⽊まどか，林英守，関⽥学，清⽔俊明.

⼩児失神に対する植込み型⼼臓モニタ植込み症例の検討. 第126回⽇本⼩児科学会学術集会, 東京.2023.4.15
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⻄⼭樹，⽥中登，佐藤恵也，佐藤浩之，井福真友美，松井
こと⼦，福永英⽣，稀代雅彦，中⻄啓介，⼭本祐華，清⽔
俊明.

当院で経験したUnguarded mitral valve orificeの1例. 第59回⽇本⼩児循環器学会総会・学術集会，横
浜.2023.7.6
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⻄⼭樹，⾼橋健，⾚塚祐介，佐藤浩之，加護祐久，秋本智
史，秋⾕梓，井福真友美，細野優，重光幸栄，福永英⽣，
清⽔俊明.

⾼周波カテーテル⼼筋焼灼術による副伝導路離断はWPW症候
群の⼼機能を改善するか︖.

第32回⼼筋会，東京.2023.8.5
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⻄⼭樹，⾼橋健，⾚塚祐介，佐藤恵也，佐藤浩之，加護祐
久，秋本智史，秋⾕梓，井福真友美，細野優，重光幸栄，
福永英⽣，清⽔俊明.

⾼周波カテーテル⼼筋焼灼術による副伝導路離断はWPW症候
群の⼼機能を改善するか︖.

第32回⽇本⼩児⼼筋疾患学会・第42回⽇本⼩児循環動態研
究会 合同学術集会，札幌.2023.10.28
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⻄⼭樹，福永英⽣，⾼橋健，⾚塚祐介，佐藤浩之，加護祐
久，秋本智史，秋⾕梓，井福真友美，細野優，重光幸栄，
林英守，清⽔俊明.

⾼周波カテーテル⼼筋焼灼術による副伝導路離断はWPW症候
群の⼼機能を改善するか︖.

第27回⽇本⼩児⼼電学会学術集会，広島.2023.12.8
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宮平憲，松下裕⼦，阿部佳澄，鈴⽊絢⼦，藤井隆司，福岡
講平，義岡孝⼦，平⼾純⼦，鈴⽊穣，市村幸⼀.

Nanoporeシーケンシングによるテント上上⾐腫の融合遺伝⼦解
析.

第41回⽇本脳腫瘍学会学術集会, 新潟.2023.12.3
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森下俊真，遠藤翔太，権⽥裕亮，横⽥俊介，櫻⾕浩志，藤
永周⼀郎.

初発時に⼀過性寛解した微⼩変化型・ステロイド抵抗性ネフロー
ゼ症候群の検討.

第58回⽇本⼩児腎臓病学会学術集会, ⾼槻.2023.6.29
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森下俊真，遠藤翔太，権⽥裕亮，横⽥俊介，櫻⾕浩志，藤
永周⼀郎.

ベリムマブにより免疫抑制療法を減量し得た⼩児ループス腎炎の2
例.

第126回⽇本⼩児科学会学術集会, 東京.2023.4.15
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森下俊真，笹部潤平. 発達期マウスの腎機能と⾎中D-Serの相関の検討. 第17回Dアミノ酸学会学術集会，新潟.2023.9.7

国内学会発表 217
森下俊真，⽊村友則，三⽥真史，⻄﨑直⼈，⼤友義之，清
⽔俊明，安井正⼈，笹部潤平.

⾎中D-アスパラギン及びD-セリンは⼩児の腎機能の新たなマーカー
になりえる.

第17回Dアミノ酸学会学術集会，新潟.2023.9.8
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森下俊真，⽊村友則，三⽥真史，⻄﨑直⼈，⼤友義之，清
⽔俊明，笹部潤平，安井正⼈.

⼩児期腎機能における⾎漿中Dアミノ酸の検討. 第74回北⽇本⼩児科学会，新潟.2023.9.9
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森下俊真，笹部潤平. 8週齢未満の腎機能障害モデルマウスにおける⾎漿中D-Serと既

存腎機能マーカーとの相関.
第44回⽇本⼩児腎不全学会学術集会，佐賀.2023.12.1
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森下俊真，⻄﨑直⼈，⽊村友則，三⽥真史，⼤友義之，清
⽔俊明，安井正⼈，笹部潤平.

⾎中D-アミノ酸の⼩児腎機能測定における有⽤性の検討. 第13回腎不全研究会，東京.2023.12.11
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森下俊真，⻄﨑直⼈，仲川真由，遠藤周，⽊村友則，三⽥
真史，⼤友義之，清⽔俊明，安井正⼈，笹部潤平.

D-asparagineとD-/L-serine⽐は体格に関係なく慢性腎臓病
を反映する.

第44回⽇本⼩児腎不全学会学術集会，佐賀.2023.12.1
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⾚塚祐介，⾼橋健，加護祐久，秋⾕梓，秋本智史，細野
優，井福真友美，磯武史，⽮崎⾹奈，重光幸栄，⾕⼝明
徳，富⽥理，藤村純也，斎藤正博，清⽔俊明.

⼩児がん経験者における左室ストレインの経時的変化　- pilot 
studyの報告 –.

第126回⽇本⼩児科学会学術集会, 東京.2023.4.15
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⼤⽯賢司，稲⽑英介，松本恵，⼩嶋まゆき，⼭⽥啓迪，⽥
中裕⼦，本庄明⽇⾹，⾺場洋介，⼯藤孝広，⼤塚宜⼀，遠
藤明史，中村洋介，⼤⼭昇⼀，清⽔俊明.

NDBオープンデータベースを⽤いた⼩児喘息診療における適応外
吸⼊製剤処⽅の変遷.

第126回⽇本⼩児科学会学術集会, 東京.2023.4.16
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⼤⽯賢司，⽶⼭俊之，稲⽑英介，⾺場洋介，⼯藤孝広，⼤
塚宜⼀，中野信浩，北浦次郎，奥村康，清⽔俊明.

粘膜型マスト細胞がもつ抗原提⽰細胞様の表現型が⾷物アレル
ギーに与える影響.

第72回⽇本アレルギー学会学術⼤会，東京.2024.10.20
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⼩川悠，⽥中恭⼦. 慢性疾患により⻑期療養を要する児への⼼理社会的⽀援システム

の現状と課題.
第126回⽇本⼩児科学会学術集会, 東京.2023.4.16
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⼩川悠，牧野仁，⼤⾕ゆい，中村明雄，早川真桜⼦，野⽥
千尋，⽥中恭⼦.

⻑期⼊院児に対するaiboを⽤いた個別介在遊びのAIにおける課
題.

第70回⽇本⼩児保健協会学術集会，神奈川.2023.6.18

国内学会発表 227
⼩川悠，⽥中恭⼦. 我が国の⼩児医療における⼼理社会的⽀援の課題. 第41回⽇本⼩児⼼⾝医学会学術集会，和歌⼭.2023.9.15
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柏⽊項介，神保圭佑，鈴⽊光幸，福⽥茂孝，遠藤佳⼦，⽇
⽐⽣武蔵，永⽥万純，丸⼭起三⼦，徳島⾹央⾥，伊藤夏
希，新井喜康，関⼝玲⼦，宮⽥恵⾥，⼯藤孝広，清⽔俊
明.

⼩児IBD患者における新型コロナウイルスワクチン接種後の抗体獲
得能に抗TNFα製剤の投与が及ぼす影響　単施設前⽅視的観
察研究.

第126回⽇本⼩児科学会学術集会, 東京.2023.4.15
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柏⽊項介，安藤智暁，⼾⽥⽅紀，⾙⾕綾⼦，伊沢久未，神
保圭佑，北浦次郎，⼯藤孝広, 清⽔俊明.

⼩児IBDの探究-その奥へ-　⽇本⼈⼩児潰瘍性⼤腸炎の直腸
粘膜における網羅的遺伝⼦発現・ムチン・組織像の同時解析.

第50回⽇本⼩児栄養消化器肝臓学会, 仙台.2023.10.21
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柏⽊項介，安藤智暁，⼾⽥⽅紀，⾙⾕綾⼦，伊沢久未，神
保圭佑，北浦次郎，⼯藤孝広，清⽔俊明.

⽇本⼈⼩児潰瘍性⼤腸炎の直腸粘膜における網羅的遺伝⼦発
現・ムチン・組織像の同時解析.

第50回⽇本⼩児栄養消化器肝臓学会, 仙台.2023.10.22
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齋藤雪⾹，東海林宏道，宮⼭千春，村野弥⽣，池⽥奈帆，
⼤川夏紀，⻄﨑直⼈，久⽥研，寒⽵直⼈，⼤⽇⽅薫，清⽔
俊明.

早産児における出⽣時頭囲/胸囲⽐と体格予後と関連についての
検討.

第126回⽇本⼩児科学会学術集会, 東京.2023.4.15
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齋藤雪⾹，⻄⽥江璃⼦，⻄﨑直⼈，⾼橋健，東海林宏道，
清⽔俊明.

臨床的にカルバペネムが奏功した早発型リステリア敗⾎症の正期産
児例.

第59回⽇本周産期・新⽣児医学会学術集会，名古
屋.2023.7.10
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滝⼝真未，飯⽥雅，三森愛美，春名英典，⽥久保憲⾏，綿
⽥裕孝，清⽔俊明.

糖・脂肪毒性はV-ATPaseの機能を阻害し、分泌顆粒内酸性化
を障害することでプロインスリンプロセシングを抑制する.

第126回⽇本⼩児科学会学術集会, 東京.2023.4.14
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⿃海俊，稲⽑英介，⼤⽯賢司，松本恵，⼭⽥啓迪，⽥中裕
⼦，⼤島華倫，藤崎満⾥奈，⽶⼭俊之，⼭﨑晋，本庄明⽇
⾹，⾺場洋介，⼤塚宜⼀，⼯藤孝広，清⽔俊明.

⼩児期に発症した遺伝性⾎管性浮腫患者に対する⼩児適応承
認後のイカチバント製剤の処⽅状況.

第126回⽇本⼩児科学会学術集会, 東京.2023.4.14
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Toriumi S, Inage E, Takagishi N, Matsuyama M, 
Saito T, Yamamoto BA, Shimizu T.

Pediatric Hereditary Angioedema in Japan - 
nationwide questionnaire-based surveillance -.

第72回⽇本アレルギー学会学術⼤会，東京.2023.10.21

国内学会発表 236
⿃海俊，稲⽑英介，⼤⽯賢司，松本恵，⼩嶋まゆき，⽥中
裕⼦，藤崎満⾥奈，⾺場洋介，⼯藤孝広，⼤塚宜⼀，清⽔
俊明.

⼩児期に発症した遺伝性⾎管性浮腫患者に対する、⼩児適⽤
承認後のイカチバント製剤の処⽅状況と留意すべき事項.

第60回⽇本⼩児アレルギー学術集会，京都.2023.11.18
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永⽥万純，幾瀨圭，⼯藤孝広，福⽥茂孝，遠藤佳⼦，⽇⽐
⽣武蔵，⼾⽥⽅紀，柏⽊項介，丸⼭起三⼦，伊藤夏希，德
島⾹央⾥，時⽥万英，新井喜康，吉村良⼦，丘逸宏，京⼾
玲⼦，佐藤真教，宮⽥恵理，神保圭佑，⼤塚宜⼀，清⽔俊
明 .

⼩児期のH. pylori感染胃粘膜における炎症抑制系レクチンの発
現.

第19回⽇本⼩児消化管感染症研究会，東京.2023.2.19
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永⽥万純，幾瀨圭，⼯藤孝広，遠藤佳⼦，⽇⽐⽣武蔵，⼾
⽥⽅紀，柏⽊項介，丸⼭起三⼦，伊藤夏希，德島⾹央⾥，
時⽥万英，新井喜康，吉村良⼦，丘逸宏，関⼝玲⼦，佐藤
真教，宮⽥恵理，神保圭佑，⼤塚宜⼀，清⽔俊明.

⼩児Helicobacter pylori 感染胃粘膜におけるガレクチンの発
現.

第29回⽇本ヘリコバクター学会学術集会，東京.2023.7.1
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永⽥万純，稲⽑英介，⼭⽥啓迪，⽥中裕⼦，⿃海俊，坂⼝
慶太，⼯藤孝広，⼤塚宜⼀，清⽔俊明.

Solid FPIESにおける便中バイオマーカーの有⽤性および経時的
変化の検討.

第72回⽇本アレルギー学会学術⼤会，東京.2023.10.21

国内学会発表 240
中島奈於，⽬⿊⿇⾥⼦，曽根健太，乃⽊⽥正俊，中道伸
彰，⻄﨑淑美，伊藤正範，岩丸良⼦，萩尾真理，井上久美
⼦，内藤朋⺒，有井直⼈，⼤⼭昇⼀.

⾎清型15Aが検出された肺炎球菌菌⾎症の⼀例. 川⼝市医師会⼩児科部会症例検討会，Web開催.2023.3.8

国内学会発表 241
萩尾真理，乃⽊⽥正俊，中道伸彰，⻄﨑淑美，伊藤正範，
岩丸良⼦，井上久美⼦，内藤朋⺒，有井直⼈，⼤⼭昇⼀.

乳児院で医療的ケア児を受け⼊れる際の課題についての検討. 第126回⽇本⼩児科学会学術集会, 東京.2023.4.15

国内学会発表 242
萬⽊⽂佳，川本健太，藤井理⾹⼦，乃⽊⽥正俊，中道伸
彰，⻄﨑淑美，岩丸良⼦，萩尾真理，井上久美⼦，内藤朋
⺒，有井直⼈，⼤⼭昇⼀．

乳様突起炎を契機に脳静脈洞⾎栓症をきたした１例. 川⼝市医師会⼩児科部会症例検討会，川⼝.2023.7.13

国内学会発表 243

乃⽊⽥正俊，中道伸彰，⻄﨑淑美，岩丸良⼦，萩尾真理，
井上久美⼦，内藤朋⺒，⼤⼭昇⼀，有井直⼈，染⾕克枝，
増⽥裕⼦，藤川由紀⼦，橋本亜友⼦，宮澤有希⼦，森⼭
茜，神原正志.

COVID-19流⾏下で医療的ケアが必要な先天性神経疾患があ
る乳児の看取りに⾄った1例.

第12回⽇本⼩児在宅医療⽀援研究会学術集会，さいた
ま.2023.9.23

国内学会発表 244
川本健太，藤井理⾹⼦，乃⽊⽥正俊，中道伸彰，⻄﨑淑
美，岩丸良⼦，萩尾真理，井上久美⼦，内藤朋⺒，有井直
⼈，⼤⼭昇⼀.

Morganella morganiiによる菌⾎症を⽣じた1例. 第192回⽇本⼩児科学会埼⽟地⽅会，川越.2023.9.10

国内学会発表 245
内藤朋⺒，川本健太，藤井理⾹⼦，乃⽊⽥正俊，中道伸
彰，⻄﨑淑美，萩尾真理，井上久美⼦，有井直⼈，⼤⼭昇
⼀.

外科的介⼊についての判断が困難であった⼀過性の視⼒低下を
伴った眼窩蜂窩織炎の1例.

第193回⽇本⼩児科学会埼⽟地⽅会，さいたま.2023.12.3

国内学会発表 246
⽻根将之，⾼岡優⾥，⽯⽥翔⼆，宮林和紀，⾺場洋介. 静岡県東部地域における⼩児気管⽀喘息の学校⽣活管理指導

表の実態調査.
第84回東海⼩児アレルギー懇話会，静岡.2023.10.14

国内学会発表 247
⽻根将之，⾺場洋介，⾼岡優⾥，⼤⽯賢司，⿃海俊，松本
恵，⽯⽥翔⼆，宮林和紀，⼭⽥啓迪，⽶⼭俊之，⼭﨑晋，
本庄明⽇⾹，稲⽑英介，⼯藤孝広，⼤塚宜⼀，清⽔俊明.

静岡県伊⾖の国市の⼩児における気管⽀喘息の有病率と⽣活
管理指導表に関する調査.

第60回⽇本⼩児アレルギー学術集会，京都.2023.11.19

国内学会発表 248
武藤⼤和，鈴⽊光幸，齋藤暢知，今川和⽣，南部隆亮，⽷
永知代，森潤，林 久允，村⼭圭，武井⼀，⼊⼾野博，清
⽔俊明.

乾燥濾紙⾎による先天性胆汁酸代謝異常症,Niemann-Pick
病 C1型,Zellweger症候群の新⽣児マススクリーニングの検討.

第50回⽇本⼩児栄養消化器肝臓学会, 仙台.2023.10.21

国内学会発表 249
武⽥翔，瀧栄志郎，⼩嶋まゆき，草場⾹菜⼦，松本孝⼦，
坂⼝慶太.

Film Array髄膜炎・脳炎パネルが迅速診断に有⽤であった単純
ヘルペス脳炎の乳児例.

令和5年度東京医師アカデミー⼩児科シニアレジデント発表会，
東京.2023.7.25

国内学会発表 250
武⽥翔，池野充，秋庭祟⼈，中澤美賀，安部信平，中澤友
幸，清⽔俊明.

難治性てんかんを合併した筋拘縮型Ehlers-Danlos症候群の1
例.

第56回⽇本てんかん学会学術集会，東京.2023.10.20

国内学会発表 251
瀧栄志郎，武⽥翔，⼩嶋まゆき，草場⾹菜⼦，松本孝⼦，
坂⼝慶太.

⼆次救急病院での⼩児救急搬送状況から考察するCOVID-19
流⾏が⼩児救急外来の受療⾏動へ与えた影響.

第36回⽇本⼩児救急医学会学術集会，松⼾.2023.7.22

国内学会発表 252
⼾⽥⽅紀，神保圭佑，永⽥万純，徳島⾹央⾥，新井喜康，
⼯藤孝広，清⽔俊明.

学童期に発症した難治性下痢症の1例. 第17回⽇本⼩児⼩腸内視鏡検討会，神⼾.2023.12.9



国内学会発表 253

奈須恵⾥佳，稲⽑英介，⽊下恵司，⼤⽯賢司，⿃海俊，松
本恵，⼩嶋まゆき，⼭⽥啓迪，⽶⼭俊之，⽥中裕⼦，⼭﨑
晋，⾺場洋介，松井こと⼦，⼯藤孝広，⼤塚宜⼀，清⽔俊
明.

⽇本のアレルギー関連診療ガイドラインの作成委員におけるジェン
ダー不均衡の経時変化.

第126回⽇本⼩児科学会学術集会, 東京.2023.4.16

国内学会発表 254
⻄⽥江璃⼦，阿部華⼦，嶋泰樹，織⽥久之，⻄崎直⼈，⾼
橋健，清⽔俊明.

新⽣児⾻髄炎の1例. 第126回⽇本⼩児科学会学術集会, 東京.2023.4.15

国内学会発表 255
奈須恵⾥佳，⼤⽯賢司，⿃海俊，松本恵，⼩嶋まゆき，⼭
⽥啓迪，⽶⼭俊之，⽥中裕⼦，⼭﨑晋，稲⽑英介，⾺場洋
介，⼯藤孝広，⼤塚宜⼀，清⽔俊明.

多様な果物で運動誘発性を呈したGRP関連果物アレルギーの学
童例.

第72回⽇本アレルギー学会学術⼤会，東京.2023.10.20

国内学会発表 256
⻄⽥江璃⼦，⻄崎直⼈. 帽状腱膜下⾎腫を契機に重症⾎友病Aと診断した新⽣児の１

例.
第3回市川浦安3病院⼩児科症例検討会，千葉.2023.10.4

国内学会発表 257
⻄⽥江璃⼦，⻄崎直⼈，斎藤雪⾹，⾼橋健，清⽔俊明. 吸引分娩で出⽣し出⽣後に頭蓋⾻⽋損が判明した正期産児の1

例.
第67回⽇本新⽣児成育医学会・学術集会，横
浜.2024.11.3

国内学会発表 258
服部万⾥⼦，宮野洋希，佐藤望，⽮賀部彩⾳，丘逸宏，吉
⽥登，宮⽥恵理，鈴⽊恭⼦，⼤友義之，清⽔俊明.

意識障害を呈した⼤⿇中毒の15歳男⼦例. 第36回⽇本⼩児救急医学会学術集会，幕張.2023.7.22

国内学会発表 259
林昴彦，⿑藤真⼈，⽯川有希美，嶋泰樹，⻄﨑直⼈，⾼橋
健，近藤淳，野津寛⼤，清⽔俊明.

術後総部痛の精査中に判明した低カリウム⾎症を契機に
Gitelman症候群と判断した1例.

第58回⽇本⼩児腎臓病学会学術集会, ⾼槻.2023.6.29

国内学会発表 260
丸⼭和隆，⿑藤みずほ，⽥畑恭輔，⿃海俊，⼋⽊澤裕美，
⼤島華倫，村野弥⽣，宮崎菜穂，中澤友幸，清⽔俊明.

新型コロナウイルス感染症（COVID-19）にけいれん/意識障害
を合併した⼩児例の特徴.

第126回⽇本⼩児科学会学術集会, 東京.2023.4.15

国内学会発表 261
丸⼭和隆，藤原恵，⽯橋武⼠，栗原朋⼦，寺尾梨江⼦，富
⽥理，⾼⽥オト，藤村純也，清⽔俊明.

急性前⾻髄球性⽩⾎病に対する分化誘導療法中に急性⼼筋炎
を発症した11歳男児例.

第65回⽇本⼩児⾎液・がん学会学術集会，札幌.2023.9.30

国内学会発表 262
丸⼭和隆，中村果歩，若盛ゆき⾳，⿑藤寛貴，遠藤佳⼦，
宮⼭千春，⽊下恵司.

乳様突起炎の⼀例. 第193回⽇本⼩児科学会埼⽟地⽅会，さいたま.2023.12.3

国内学会発表 263
丸⼭和隆，⿑藤みずほ，⽥畑恭輔，⿃海俊，⼋⽊澤裕美，
村野弥⽣，宮崎菜穂，中澤友幸、清⽔俊明.

新型コロナウイルス感染症にけいれん/意識障害を合併した⼩児例
の特徴.

第126回⽇本⼩児科学会学術集会, 東京.2023.4.15

国内学会発表 264
丸⼭和隆，⽥畑恭輔，徳間紀⼤，村野弥⽣，宮崎菜穂，中
澤友幸.

嘔吐・体重増加不良を契機に診断に⾄った乳児⽩⾎病の⼀例. 令和5年度第2回都⽴公社⼩児科オンラインカンファ，Web開
催.2023.7.25

国内学会発表 265
飯坂建太，⾼橋健，秋⾕梓，⾚塚祐介，佐藤浩之，佐藤恵
也，加護祐久，重光幸栄，秋元かつみ，稀代雅彦，清⽔俊
明.

複雑先天性⼼疾患術後患者における⼼拍変動の概⽇リズムに関
して.

第59回⽇本⼩児循環器学会総会・学術集会，横
浜.2023.7.6

国内学会発表 266

⽯⽥翔⼆，⾺場洋介，⾼岡優⾥，⼤⽯賢司，⿃海俊，⽻根
将之，松本恵，宮林和紀，江原尚弘，⼭⽥啓迪，⽶⼭俊
之，⼭﨑晋，本庄明⽇⾹，稲⽑英介，⼯藤孝広，⼤塚宜
⼀，清⽔俊明.

⼩児における加熱卵⻩による⾷物蛋⽩誘発胃腸炎の⾃然歴に関
する後⽅視的検討.

第126回⽇本⼩児科学会学術集会, 東京.2023.4.16

国内学会発表 267
岩原可名⼈，松⽥明奈，粟⽥健太郎，⼤川夏紀，東海林宏
道，清⽔俊明.

頭部に限局する胎児⽔腫を合併した線条脂腺⺟斑症候群
(Schimmelpenning症候群)の1例.

第67回⽇本新⽣児成育医学会・学術集会，横
浜.2023.11.3

国内学会発表 268
遠藤佳⼦，神保圭佑，柏⽊項介，永⽥万純，徳島⾹央⾥，
新井喜康，福嶋健志，宮⽥恵理，⼯藤孝広，清⽔俊明.

Mosaic Turner症候群(TS)に合併した⼩腸型Crohn病(CD)
の1例.

第23回⽇本⼩児IBD研究会，久留⽶.2023.3.4

国内学会発表 269
遠藤佳⼦，神保圭佑，福⽥茂孝，⼾⽥⽅紀，柏⽊項介，永
⽥万純，徳島⾹央⾥，新井喜康，宮⽥恵理，鈴⽊光幸，⼯
藤孝広，清⽔俊明.

シロリムス単剤により寛解維持が得られている難治性腸リンパ管拡
張症による蛋⽩漏出性胃腸症の1例(続報).

第50回⽇本⼩児栄養消化器肝臓学会, 仙台.2023.10.21



国内学会発表 270
⿑藤寛貴，⾦成彌，鈴⽊光幸，平井沙依⼦，⻑尾梓，⼭崎
崇志，清⽔俊明.

下肢矯正装具による内股歩⾏の治療中に異なる基礎疾患が判
明した2例.

第126回⽇本⼩児科学会学術集会, 東京.2023.4.14

国内学会発表 271
⿑藤寛貴，中野聡，武藤⼤和，平井沙依⼦，箕輪圭，⾕川
健，阪本靖介，福⽥晃也，笠原群⽣，林久允，鈴⽊光幸，
清⽔俊明.

⽣体肝移植後に脂肪肝をきたしたPFIC5の1例. 第39回⽇本⼩児肝臓研究会，横浜.2023.7.15

国内学会発表 272
⿑藤寛貴，中野聡，佐藤恵也，福永英⽣，鈴⽊光幸，今川
和⽣，林久允，武井⼀，⼊⼾野博，清⽔俊明.

新⽣児ろ紙⾎検体を⽤いた先天性胆汁酸代謝異常症のスクリー
ニング︓Zellweger症候群の⾃験例を踏まえて.

第44回胆汁酸研究会，名古屋.2023.11.25

国内学会発表 273
⿑藤寛貴，中野聡，武藤⼤，平井沙依⼦，箕輪圭，鈴⽊光
幸，三原勇太郎，草野弘宜，福⽥晃也，阪本靖介，笠原群
⽣，清⽔俊明.

2年の経過で肝硬変に⾄った原発性硬化性胆管炎の1例. 第55回武蔵野⼩児肝臓病懇話会，東京.2023.12.5

国内学会発表 274

佐藤望，宮野洋希，服部万⾥⼦，武⽥翔，室⽥直紀，上野
梨⼦，遠⼭雄⼤，丘逸弘，吉⽥登，宮⽥恵理，⽔⾕亮，⼭
﨑晋，辻脇篤志，岩崎友弘，鈴⽊恭⼦，寒⽵正⼈，仲川真
由，⼤友義之，清⽔俊明.

多彩な合併症を呈したステロイド抵抗性ネフローゼ症候群に対して
リツキシマブ反復投与が有効であった1例.

第126回⽇本⼩児科学会学術集会, 東京.2023.4.14

国内学会発表 275
佐藤望，遠藤翔太，横⽥俊介，権⽥裕亮，櫻⾕浩志，藤永
周⼀郎.

⾼度蛋⽩尿を呈した⼩児IgA腎症重症例に対する初回扁摘パル
ス療法の有効性と安全性の検討.

第58回⽇本⼩児腎臓病学会学術集会, ⾼槻.2023.6.29

国内学会発表 276
佐藤望，宮野洋希，松⽥明奈，⻄﨑直⼈，藤永周⼀郎，⼤
友義之.

⼤学病院研修プログラムにおける⼩児科若⼿医師に対する夜尿
症診療の実情調査.

第34回⽇本夜尿症・尿失禁学会学術集会，軽井
沢.2023.7.15

国内学会発表 277
佐藤望，宮野洋希，⽔⾕亮，仲川真由，⼤友義之. 再発時の寛解導⼊にあたって多彩な合併症への対応を要したステ

ロイド抵抗性ネフローゼ症候群の１例.
第53回⽇本腎臓病学会東部学術集会，仙台.2023.9.17

国内学会発表 278
⽔⾕亮，佐藤望，宮野洋希，仲川真由，⼤友義之，清⽔俊
明.

SARS-CoV-2感染を契機に⾼⾎圧を呈したANCA関連腎炎の
⼩児例.

第126回⽇本⼩児科学会学術集会, 東京.2023.4.14

国内学会発表 279
⾼岡優⾥，稲⽑英介，儘⽥光和，中林洋介，遠藤明史，⼤
野拓郎，祝原賢幸，⼤⼭昇⼀，⾺場洋介，⼯藤孝広，⼤塚
宜⼀, 清⽔俊明.

新型コロナウイルス感染症に伴う2020年度⼩児医療機関への影
響-アンケート調査とNDBオープンデータを使った調査の⽐較-.

第126回⽇本⼩児科学会学術集会, 東京.2023.4.16

国内学会発表 280
⾼岡優⾥，⾺場洋介，⽻根将之，江原尚弘，⽯⽥翔⼆，宮
林和紀，⽥中裕⼦，⼭⽥啓迪，⽶⼭俊之，⼭﨑晋，本庄明
⽇⾹，稲⽑英介，⼯藤孝広，⼤塚宜⼀，清⽔俊明.

5-11歳の⼩児⾷物アレルギーの有病率と集団⽣活における対
応︔アンケート調査結果より.

第72回⽇本アレルギー学会学術⼤会，東京.2023.10.22

国内学会発表 281
⾕本亮輔，仲川真由，⽥中登，福永英⽣，遠藤周，鈴⽊光
幸，⼤友義之，清⽔俊明.

尿路感染症を契機に診断された常染⾊体潜性多発性嚢胞腎に
伴う⾼⾎圧性⼼筋症の乳児例.

第58回⽇本⼩児腎臓病学会学術集会, ⾼槻.2023.06.30

国内学会発表 282
⽇⽐⽣武蔵， 神保圭佑，柏⽊項介，永⽥万純， 徳島⾹央
⾥，伊藤夏希，時⽥万英，新井喜康，宮⽥恵理，⼯藤孝
広，清⽔ 俊明.

消化管内視鏡検査において前投薬としてのヒドロキシジン(HYZ)
が鎮静に及ぼす効果に関する検討.

第126回⽇本⼩児科学会学術集会, 東京.2023.4.15

国内学会発表 283
⽇⽐⽣武蔵，坂⼝慶太，⼩嶋まゆき，瀧栄志郎，草場⾹菜
⼦，松井こと⼦，坂⼝慶太，中⻄啓介，清⽔俊明.

Fontan術後5年で吸気時喘鳴を契機に診断に⾄った感染性仮
性動脈瘤の1例.

第126回⽇本⼩児科学会学術集会, 東京.2023.4.16

国内学会発表 284
⽇⽐⽣武蔵，神保圭佑，柏⽊項介，永⽥万純，徳島⾹央
⾥，伊藤夏希，時⽥万英，新井喜康，宮⽥恵理，⼯藤孝
広，清⽔俊明.

ヒドロキシジン （HYZ）の前投薬が消化管内視鏡検査の鎮静に
及ぼす効果に関する検討.

第50回⽇本⼩児内視鏡研究会，横浜.2023.6.24

国内学会発表 285
⽇⽐⽣武蔵，神保圭佑，柏⽊項介，永⽥万純， 徳島⾹央
⾥， 伊藤夏希，時⽥万英， 新井喜康，宮⽥恵理，⼯藤孝
広，清⽔ 俊明.

消化管内視鏡検査におけるヒドロキシジンの前投薬と鎮静への影
響に関する検討; 単施設前後⽅視的検討.

第50回⽇本⼩児栄養消化器肝臓学会, 仙台.2023.10.23

国内学会発表 286
松⽥慎平，島⽥姿野，⾕本亮輔，中嶋伸太郎，室伏敬介，
下地⼀彰，⾺場洋介，⼭本拓史，清⽔俊明.

び漫性脈絡叢過形成による⽔頭症を合併した9pテトラソミーモザ
イクの1例.

第45回⽇本⼩児遺伝学会学術集会，東京.2023.1.28



国内学会発表 287
松⽥慎平，島⽥姿野，冨⽥紗也佳，秋庭崇⼈，⾕本亮輔，
⽯⽥翔⼆，江原尚弘，宮林和紀，⾺場洋介.

急性期治療中に疼痛を認めたMOGADの⼀⼥児例. 第78回⽇本⼩児神経学会関東地⽅会,  Web開
催.2023.3.4

国内学会発表 288
松⽥慎平，島⽥姿野，⾕本亮輔，中嶋伸太郎，室伏敬介，
下地⼀彰，⾺場洋介，⼭本拓史，清⽔俊明.

び漫性脈絡叢過形成による⽔頭症を合併した9pテトラソミーモザ
イクの1例.

第65回⽇本⼩児神経学会学術集会，岡⼭.2023.5.25

国内学会発表 289

⽮賀部彩⾳，秋本智史，⽯川仁太朗，佐藤俊介，服部万⾥
⼦，武⽥翔，室⽥直紀，上野梨⼦，宮野洋希，遠⼭雄⼤，
丘逸宏，吉⽥登，宮⽥恵理，⽔⾕亮，⼭﨑晋，岩崎友弘，
鈴⽊恭⼦，寒⽵正⼈，⼤友義之，清⽔俊明.

早発⻩疸の治療後に遷延する貧⾎から遺伝性球状⾚⾎球症の
診断に⾄った1例.

第126回⽇本⼩児科学会学術集会, 東京.2023.4.14

国内学会発表 290
井神健太，草場⾹菜⼦，⽇⽐⽣武蔵，⼩嶋まゆき，瀧栄志
郎，松本孝⼦，坂⼝慶太，中村明雄，清⽔俊明.

やせ願望を伴わない摂⾷障害の学童4症例の検討. 第126回⽇本⼩児科学会学術集会, 東京.2023.4.15

国内学会発表 291
井神健太，細澤⿇⾥⼦，⼩川悠，中道伸彰，中村明雄，岩
丸良⼦，井上久美⼦，三友聡美，及川奈央，岩崎友弘，寺
尾梨江⼦，吉川尚美，清⽔俊明.

低・中所得国を中⼼とした世界68か国における思春期世代の孤
独感の頻度と関連要因の検討.

第126回⽇本⼩児科学会学術集会, 東京.2023.4.16

国内学会発表 292
井神健太，細澤⿇⾥⼦，池⽥愛，磯博康. アフリカ、中南⽶、アジアにおける思春期世代の孤独感の頻度と関

連要因の検討.
第37回⽇本国際保健医療学会東⽇本地⽅会，東
京.2023.7.1

国内学会発表 293
井神健太，熊坂栄，岩⽥はる⾹，猪狩直之，島義雄，清⽔
俊明.

劇症I型糖尿病性ケトアシドーシスを発症した妊婦から出⽣した新
⽣児例.

第692回⽇本⼩児科学会東京都地⽅会講話会，東
京.2023.9.9

国内学会発表 294
井神健太，細澤⿇⾥⼦，Hadrien Charvat，池⽥愛，磯博
康.

世界79か国における過去20年間の思春期世代の孤独感の推
移.

グローバルヘルス合同⼤会2023，東京.2023.11.24

国内学会発表 295
⽊村寛太郎，真⼸怜奈，権⽥裕亮，⻄崎直⼈，福永英⽣，
織⽥久之，中⻄啓介，⾼橋健，清⽔俊明.

総肺静脈還流異常症の診断における3D-CTの有⽤性と注意点. 第126回⽇本⼩児科学会学術集会, 東京.2023.4.15

国内学会発表 296
⾼橋誉弘，新妻隆広，⼋⽊澤裕美，原⽥理恵⼦. PFAPA症候群が疑われる⼀例. 江東区症例検討会，東京.2023.11.20

国内学会発表 297
⽥畑恭輔，⽇根幸太郎，原⽥匠，荒井裕⾹，緒⽅公平，⻫
藤敬⼦，荒井博⼦，増本健⼀，与⽥仁志.

⽺⽔除去を要する⽺⽔過多を合併し出⽣後に診断された先天性
筋緊張性ジストロフィーの1例.

第126回⽇本⼩児科学会学術集会, 東京.2023.4.14

国内学会発表 298
⽥畑恭輔，仲川真由，遠藤周，森下俊真，松⽥明奈，鈴⽊
光幸，清⽔俊明.

⼆次性⾎栓性微⼩⾎管症を合併し⾎漿交換療法を⾏った全⾝
性エリテマトーデスの13歳⼥⼦.

第58回⽇本⼩児腎臓病学会学術集会，⼤阪.2023.6.29

国内学会発表 299
⽥畑恭輔，仲川真由，遠藤周. ⾎栓性微⼩⾎管症の腎病理所⾒を呈した無症候性蛋⽩尿の1

例.
第14回御茶ノ⽔⼩児腎カンファレンス，東京.2023.9.15

国内学会発表 300
⽥畑恭輔，仲川真由，⾕⼝明徳，遠藤周，藤村純也，⼤友
義之，清⽔俊明

急性腎障害を合併した発作性寒冷ヘモグロビン尿症の⼀例. 第44回⽇本⼩児腎不全学会学術集会，佐賀.2023.11.30

国内学会発表 301
冨⽥紗也佳，福永英⽣，⻄⼭樹，佐藤浩之，佐藤恵也，井
福真友美，磯武史，重光幸栄，⽥中登，原⽥真菜，松井こ
と⼦，藤村純也，稀代雅彦，清⽔俊明.

⼩児における直接作⽤型経⼝抗凝固薬（DOAC）の有効性と
安全性の検討.

第126回⽇本⼩児科学会学術集会, 東京.2023.4.14

国内学会発表 302
冨⽥紗也佳，福永英⽣，塩澤知之，⾼野信太郎，関⽥学，
⾺場洋介，清⽔俊明.

Orthodromic AVRTが原因と考えられた⼼室細動による⼼肺
停⽌蘇⽣後のWPW症候群の⼩児症例.

第59回⽇本⼩児循環器学会総会・学術集会，横
浜.2023.7.10

国内学会発表 303
冨⽥紗也佳，柏⽊項介，平松直⼦，橋本わかば，岩原可名
⼈，⾕本亮輔，粟⽥健太郎，松⽥明奈，⼤川夏紀.

新⽣児・乳児⾷物蛋⽩誘発胃腸症を発症した⼀絨⽑膜⼆⽺膜
性双胎早産児例.

第157回⽇本⼩児科学会静岡地⽅会,　静岡.2023.11.26

国内学会発表 304
成⽥知聡，⻄崎直⼈，⽥久保憲⾏，志村直⼈，清⽔俊明 A case of Graves' disease diagnosed after treatment 

of idiopathic nephrotic syndrome in childhood.
第56回⽇本⼩児内分泌学会学術集会，⼤宮.2023.10.21



国内学会発表 305
成⽥知聡，⻄崎直⼈，⽥久保憲⾏，志村直⼈，清⽔俊明. 特発性ネフローゼ症候群の治療後にバセドウ病が判明した1例. 第33回臨床内分泌Update，横浜.2023.11.3

国内学会発表 306
橋本わかば，福永英⽣，井福真友美，⻄⼭樹，佐藤浩之，
佐藤恵也，⽥中登，松井こと⼦，稀代雅彦，清⽔俊明.

孤⽴性先天性⽚側肺動脈⽋損に合併した肺⾼⾎圧症に対する
内科的治療の検討.

第59回⽇本⼩児循環器学会総会・学術集会，横
浜.2023.7.7

国内学会発表 307
福⽥茂孝, 緒⽅公平, 原⽥匠, 荒井裕⾹，森⾕菜央, 平林将
明, ⻫藤敬⼦, ⽇根幸太郎, 増本健⼀, 与⽥仁志.

出⽣前診断に胎児CTが有⽤であった軟⾻低発⽣症の1例. 第59回⽇本⼩児放射線学会学術集会，東京. 2023.6.9

国内学会発表 308
秋庭崇⼈，安部信平，池野充，藤村純也，清⽔俊明. 臭覚の感覚発作を呈した低悪性度グリオーマの1例. 第78回⽇本⼩児神経学会関東地⽅会,  Web開

催.2023.3.4

国内学会発表 309
秋庭崇⼈，安部信平，中澤美賀，池野充，清⽔俊明. 特発性全般てんかんの⼥性患者における薬剤抵抗性の予測因⼦

に関する検討.
第126回⽇本⼩児科学会学術集会, 東京.2023.4.14

国内学会発表 310
秋庭崇⼈，安部信平，池野充，鈴⽊浩晴，飯村康司，中島
円，菅野秀宣，清⽔俊明.

ACTH療法を複数回⾏ったWest症候群の発作予後についての検
討.

第65回⽇本⼩児神経学会学術集会，岡⼭.2023.5.25

国内学会発表 311
秋庭崇⼈，島⽥姿野，松⽥慎平，冨⽥紗也佳，⽯⽥翔⼆，
宮林和紀，飯村康司，⾺場洋介，清⽔俊明.

急性脳症を合併した年⻑児川崎病の１例. 第156回⽇本⼩児科学会静岡地⽅会,　静岡.2023.6.4

国内学会発表 312
秋庭崇⼈，島⽥姿野，松⽥慎平，⾺場洋介. 当院における抗MOG抗体関連疾患の再発予防治療. 第79回静岡⼩児神経研究会，Web開催.2023.7.22

国内学会発表 313
秋庭崇⼈，今井克美，⽮部友奈，井⼝晃宏，宮下光洋，⽔
⾕聡志，⼭⼝解冬，⼤⾕英之，福⽥冬季⼦.

新規ミスセンス変異を有するGABRG2遺伝⼦関連てんかんの家族
例.

第56回⽇本てんかん学会学術集会，東京.2023.10.19

国内学会発表 314
秋庭崇⼈，池野充，武⽥翔，中澤友幸，鎌形康司，江⼝英
孝，清⽔俊明，⻘⽊茂樹.

CEP85L遺伝⼦バリアントの頭部滑脳症に対するMR拡散画像に
よる検討.

第17回⼩児神経放射線研究会，京都.2023.10.28

国内学会発表 315
秋庭崇⼈，島⽥姿野，⽊村寛太郎，⾺場洋介，芳本潤. てんかん発作と失神の鑑別に難渋したカテコラミン誘発性多型性

⼼室頻拍の1例.
第80回静岡⼩児神経研究会，静岡.2023.11.18

国内学会発表 316
秋庭崇⼈，島⽥姿野，松⽥慎平，⾺場洋介. 静岡県東部地域におけるミダゾラム⼝腔溶液の普及の現状. 第48回静岡県保健協会学術集会，静岡.2023.12.10

国内学会発表 317
⽯上順平，林昂彦，⽜牧史⼦，眞⼸怜奈，⽶⼭俊之，⽯川
有希美，嶋泰樹，織⽥久之，髙橋健.

意識消失・けいれん精査中に⼼室細動をきたしたカテコラミン誘発
性多形性⼼室頻拍(CPVT)の13歳⼥児例.

第226回⽇本⼩児科学会千葉地⽅会, 千葉.2023.9.10

国内学会発表 318
⽯川仁太朗，稲⽑英介，福嶋健志，三森愛美，新井喜康，
中村明雄，仲川真由，⽥中裕⼦，神保圭佑，遠藤周，安部
信平，鈴⽊光幸，清⽔俊明.

COVID-19 罹患中に四肢浮腫をきたした遺伝性⾎管性浮腫の
1例.

第687回⽇本⼩児科学会東京都地⽅会講話会，東
京.2023.1.14

国内学会発表 319
⽯川仁太朗，稲⽑英介，福嶋健志，三森愛美，新井喜康，
中村明雄，仲川真由，⽥中裕⼦，神保圭佑，遠藤周，安部
信平，鈴⽊光幸，清⽔俊明.

当院におけるCOVID-19 ⼊院患児のストレス要因の検討. 第126回⽇本⼩児科学会学術集会, 東京.2023.4.14

国内学会発表 320
⽯川仁太朗，福永英⽣，⻄⼭樹，井福真友美，⽥中登，松
井こと⼦，⿊⽥俊介，飯島健⼀，林英守，関⽥学，清⽔俊
明.

冠静脈洞憩室を合併した潜在性WPW症候群の4歳男児例. 第59回⽇本⼩児循環器学会総会・学術集会，横
浜.2023.7.8

国内学会発表 321
⽯川仁太朗，稲⽑英介，⿃海俊，⼤⽯賢司，⼭⽥啓迪，⽥
中裕⼦，⾺場洋介，⼯藤孝広，清⽔俊明.

COVID-19罹患中に四肢浮腫をきたした遺伝性⾎管性浮腫の1
例.

第60回⽇本⼩児アレルギー学術集会，京都.2023.11.18

国内学会発表 322

佐藤俊介，丘逸宏，⽯川仁太朗，佐藤望，⽮賀部彩⾳，武
⽥翔，服部万⾥⼦，室⽥直紀，上野梨⼦，宮野洋希，秋本
智史，遠⼭雄⼤，吉⽥登，宮⽥恵理，⼭﨑晋，岩崎友弘，
鈴⽊恭⼦，寒⽵正⼈，⼤友義之，清⽔俊明.

成⻑曲線の記録が診断の⼀助となり異なる経過を辿った体重減
少の3例.

第126回⽇本⼩児科学会学術集会, 東京.2023.4.14



国内学会発表 323
佐藤俊介，菅沼広樹，武藤⼤和，⼭⽥啓迪，齋藤暢知，幾
瀬圭，池野充，久⽥研，東海林宏道，清⽔俊明.

薬剤耐性⼤腸菌の胎内感染により異なる経過をたどった早発型新
⽣児敗⾎症の2例.

第59回⽇本周産期・新⽣児医学会学術集会，名古
屋.2023.7.10

国内学会発表 324
佐藤俊介，菅沼広樹，荒井美輝，⼭⽥啓迪，幾瀬圭，池野
充，久⽥研，東海林宏道，清⽔俊明.

新⽣児・乳児⾷物蛋⽩誘発胃腸症をきたした早産児8例の検討. 第50回⽇本⼩児栄養消化器肝臓学会, 仙台.2023.10.22

国内学会発表 325
佐藤俊介，東海林宏道，村野弥⽣，荒井美輝，菅沼広樹，
清⽔俊明.

Late pretermが幼児期のメンタルヘルスに及ぼす影響についての
検討.

第67回⽇本新⽣児成育医学会・学術集会，横
浜.2023.11.2

国内学会発表 326
⽥中寛顕，⽥中登，⻄⼭樹，佐藤浩之，井福 真友美，磯
武史，松井こと⼦，福永英⽣，稀代雅彦，清⽔俊明.

コロナ禍による管理途絶中に重度⼤動脈弁逆流を合併した⼼室
中隔⽋損症の1例.

第688回⽇本⼩児科学会東京都地⽅会講話会，東
京.2023.2.18

国内学会発表 327
⽥中寛顕，鈴⽊光幸，平井沙依⼦，中野聡，箕輪圭，⽯井
重登，藤澤聡郎，伊佐⼭浩通，清⽔俊明.

膵管狭窄を有する⼩児急性反復性膵炎および慢性膵炎に対する
膵管ステント留置術の短・⻑期成績.

第50回⽇本⼩児栄養消化器肝臓学会, 仙台.2023.10.21

国内学会発表 328
中村果歩，神保圭佑，福⽥茂孝，遠藤佳⼦，⽇⽐⽣武蔵，
⼾⽥⽅紀，柏⽊項介，新井喜康，宮⽥恵理，鈴⽊光幸，⼯
藤孝広，清⽔俊明.

腹部超⾳波検査により診断と薬剤⽤量調整を⾏ったIgA⾎管炎
に伴う急性⼗⼆指腸潰瘍の1例.

第50回⽇本⼩児栄養消化器肝臓学会, 仙台.2023.10.22

国内学会発表 329
平松直⼦，鈴⽊恭⼦. 出⽣前の梅毒検査で陰性の⺟体から出⽣した早期梅毒の⼀例. 第47回⽇本⼩児⽪膚科学会学術集会，⼤阪.2023.7.16

国内学会発表 330
町元菜紗，織⽥久之，⽯川有希美，藤井明⽇⾹，髙橋健. 絶叫系アトラクション乗⾞中に⼼原性⼼停⽌をきたしCPRに難渋

した6歳男児例.
第36回⽇本⼩児救急医学会学術集会，幕張.2023.7.22

国内学会発表 331
相原久⼈，宮野洋希，⽯川仁太朗，佐藤俊介，⽮賀部彩
⾳，武⽥翔，遠⼭雄⼤，吉⽥登，宮⽥恵理，⽔⾕亮，鈴⽊
恭⼦，⼤友義之，清⽔俊明.

内分泌疾患の治療によって夜尿が消失した2例. 第126回⽇本⼩児科学会学術集会, 東京.2023.4.16

国内学会発表 332
相原久⼈，宮野洋希，佐藤望，⼤友義之. 内分泌疾患の治療によって夜尿が消失した2例. 第34回⽇本夜尿症・尿失禁学会学術集会，軽井

沢.2023.7.16

国内学会発表 333
⼤塚真理⼦，幾瀨 圭，伊藤夏希，北村裕梨，⼤塚宜⼀，
江⼝英孝，清⽔俊明.

遺伝学的診断にMLPA 法を要したFGF23 関連低リン⾎症性くる
病の1例.

第126回⽇本⼩児科学会学術集会, 東京.2023.4.15

国内学会発表 334
⼤塚真理⼦，齋藤雪⾹，⻄⽥江璃⼦，眞⼸怜奈，齋藤真
⼈，⻄﨑直⼈，⾼橋健.

早発型リステリア敗⾎症の正期産児例. 第225回⽇本⼩児科学会千葉地⽅会　第1486回千葉医学会
分科会, 千葉.2023.6.18

国内学会発表 335
⼤塚真理⼦，秋⾕ 梓，⾚塚祐介，佐藤恵也，佐藤浩之，
加護祐久，井福 真友美，⽥中 登，福永英⽣，稀代雅彦，
清⽔俊明.

外科的動脈管切離術後に左反回神経不全⿇痺をきたした乳児
例.

第694回⽇本⼩児科学会東京都地⽅会講話会，東
京.2023.12.9

国内学会発表 336
杉⼭茉莉⾹，⼭⽥啓迪，幾瀨圭，池野充，菅沼広樹，久⽥
研，東海林宏道，清⽔俊明.

カルニチン、セレンおよびビオチン⽋乏を来した新⽣児乳児消化管ア
レルギーの超早産児例.

第20回⽇本⼩児栄養研究会，徳島.2023.3.11

国内学会発表 337
杉⼭茉莉⾹，幾瀬圭，武藤⼤和，佐藤恵也，佐藤浩之，⼭
⽥啓迪，齋藤暢知，池野充，菅沼広樹，久⽥研，東海林宏
道，清⽔俊明.

異所性頸部胸腺の診断における画像検査の有⽤性. 第126回⽇本⼩児科学会学術集会, 東京.2023.4.15

国内学会発表 338
杉⼭茉莉⾹，幾瀨圭，⾚塚祐介，武藤⼤和，佐藤浩之，⼭
⽥啓迪，齋藤暢知，池野充，菅沼広樹，久⽥研，東海林宏
道，清⽔俊明.

画像検査によって診断した異所性胸腺の新⽣児例. 第59回⽇本周産期・新⽣児医学会学術集会，名古
屋.2023.7.8

国内学会発表 339
杉⼭茉莉⾹，⼭⽥啓迪，幾瀨圭，池野充，菅沼広樹，久⽥
研，東海林宏道，清⽔俊明.

複合的な要因により微量元素・カルニチン⽋乏を来した新⽣児乳
児⾷物蛋⽩誘発胃腸症の超早産児例.

第50回⽇本⼩児栄養消化器肝臓学会, 仙台.2023.10.22

国内学会発表 340
杉⼭茉莉⾹，幾瀨圭，荒井美輝，⼭⽥啓迪，松井こと⼦，
菅沼広樹，久⽥研，東海林宏道，清⽔俊明.

⾮侵襲的に診断し得た異所性頚部胸腺の⼀例. 第67回⽇本新⽣児成育医学会・学術集会，横
浜.2023.11.4



国内学会発表 341
⽥中智秀，神保圭佑，新井喜康，中村明雄，三森愛美，福
嶋健志，⽥中裕⼦，仲川真由，稲⽑英介，安部信平，鈴⽊
光幸，⼯藤孝広，清⽔俊明.

腹部超⾳波検査による診断と経過観察を⾏った IgA ⾎管炎に
伴う⼗⼆指腸潰瘍の 1 例.

第691回⽇本⼩児科学会東京都地⽅会講話会，東
京.2023.7.8

国内学会発表 342
坪⾕ひなの，吉⽥登，⽯川仁太朗，佐藤俊介，⽮賀部彩
⾳，武⽥翔，宮野洋希，遠⼭雄⼤，丘逸宏，⽔⾕亮，宮⽥
恵理，⼤友義之，清⽔俊明.

コロナ禍で経験したけいれん重積型急性脳症の2例. 第126回⽇本⼩児科学会学術集会, 東京.2023.4.14

国内学会発表 343
坪⾕ひなの，宮⽥恵理，平松直⼦，⽮賀部彩⾳，武⽥翔，
宮野洋希，遠⼭雄⼤，丘逸宏，吉⽥登，鈴⽊恭⼦，⼤友義
之，浦尾正彦.

当院で経験した⼩児尿道脱の5例. 第688回⽇本⼩児科学会東京都地⽅会講話会，東
京.2023.2.18

国内学会発表 344
坪⾕ひなの，宮⽥恵理，宮野洋希，⽮﨑悠太，⽥中奈々，
⼤友義之，浦尾正彦.

当院で経験した⼩児尿道脱6例の検討. 第32回⽇本⼩児泌尿器科学会学術集会，神⼾.2023.7.20

国内学会発表 345
蜂須康亮，池野充，武藤⼤和，⼭⽥啓迪，幾瀬圭，菅沼広
樹，久⽥研，清⽔俊明.

⽣後早期の不随意運動から診断されたSCN8A関連てんかん性
運動障害性脳症の1例.

第692回⽇本⼩児科学会東京都地⽅会講話会，東
京.2023.9.9

国内学会発表 346
平岡由⾐，神保圭佑，新井喜康，福嶋健志，安部信平，鈴
⽊光幸，⼯藤孝広，島村勇⼈，井上晴洋，清⽔俊明.

⾷道アカラシアに対し経⼝内視鏡的筋層的切開術(POEM)によ
る治療が有⽤であった 1 例.

第693回⽇本⼩児科学会東京都地⽅会講話会，東
京.2023.10.14

国内学会発表 347
Santosa Irena，東海林宏道，荒井美輝，清⽔俊明. タンパク質制限による胎児発育不全のラットモデルにおける肝および

⾻格筋のオートファジーマーカー.
第126回⽇本⼩児科学会学術集会, 東京.2023.4.15

区分 番号 講演者名 講演タイトル 学会名, 場所, 発表年⽉⽇等 国際共同

特別講演・
招待講演 1

Ohtomo Y. Nocturnal Enuresis: Pathophysiology, Definition, 
Terminology and Evaluation of Patients.

International Children's Continence Society 
Educational Course 2023, Halifax, Canada.2023.6.16

特別講演・
招待講演 2

Ohtomo Y. Enuresis: When all fail, what to do? International Children's Continence Society Annual 
Meeting 2023, Salvador, Brazil.2023.11.16

特別講演・
招待講演 3

Arai K. Changing iandscape in pediatric Crohn's disease with 
biologics: What's new?.

25th Annual Meeting of aiwan Society of Pediatric 
Gastroenterology, Hepatology and Nutrition, Taipei, 
Taiwan.2023.9.2

特別講演・
招待講演 4

Arai K. The current and future prospectives of pediatric 
endoscopy in Asia-Pacific area.

25th Annual Meeting of aiwan Society of Pediatric 
Gastroenterology, Hepatology and Nutrition, Taipei, 
Taiwan.2023.9.3

特別講演・
招待講演 5

Arai K. Therapeutic drug monitoring of biologic in pediatric 
IBD.

The16th Pan-Pacific Society for Pediatric 
Gastroenterology, Hepatology and Nutrition, 
Seoul,Korea.2023.10.7

特別講演・
招待講演 6

Hosozawa M. The impact of the COVID-19 pandemic on mental 
health of Japanese adolescents: finding from a 
population-based cohort.

The 18th Congress of Asian Society for Pediatric 
Research, Online, Japan.2023.11.11

特別講演・
招待講演 7

清⽔俊明. ⼩児の炎症性腸疾患　Past and Future. 第126回⽇本⼩児科学会学術集会, 東京.2023.4.14

特別講演・
招待講演 8

清⽔俊明. ⼩児の炎症性腸疾患 -Past and Future-. 第14回北海道⼩児消化器病フォーラム，札幌.2023.8.26

特別講演・
招待講演 9

清⽔俊明. ⺟乳哺育の七不思議. 第37回⽇本⺟乳哺育学会学術集会，東京.2023.9.17



特別講演・
招待講演 10

⼤⼭昇⼀. 医師の働き⽅改⾰　ー⼩児科医の働き⽅はどう変わる. 第193回⽇本⼩児科学会埼⽟地⽅会，さいたま.2023.12.3

特別講演・
招待講演 11

⼤友義之. 夜尿症診療ガイドライン. 第126回⽇本⼩児科学会学術集会, 東京.2023.4.14

特別講演・
招待講演 12

⼤友義之. 夜尿症診療におけるガイドラインと実際の診療について. 第34回⽇本夜尿症・尿失禁学会学術集会，軽井
沢.2023.7.16

特別講演・
招待講演 13

寒⽵正⼈. エピジェネティクスの臨床応⽤について. 第136回東京新⽣児研究会，東京.2023.9.12

特別講演・
招待講演 14

寒⽵正⼈. ストレス反応性の評価と疾患との関連について　―⼼拍変動解析
とグルココルチコイドレセプター遺伝⼦メチル化解析を通してー.

第48回東⽇本⼩児科学会，東京.2023.11.23

特別講演・
招待講演 15

新井勝⼤. ⼩児科と⼩児外科の連携を⽬指して 〜 ⼩児IBDの診療と治療 
Update 〜．

第52回⽇本⼩児消化管機能研究会，東京.2023.2.11

特別講演・
招待講演 16

新井勝⼤. ⼩児科診療における低亜鉛⾎症の治療︓顆粒製剤が広げる可
能性.

第126回⽇本⼩児科学会学術集会, 東京.2023.4.16

特別講演・
招待講演 17

新井勝⼤. 超早期発症型炎症性腸疾患の臨床と研究. The 18th Congress of Asian Society for Pediatric 
Research，Web開催.2023.11.12

特別講演・
招待講演 18

新井勝⼤，⽯⽑崇，井上幹⼤，⾓⽥⽂彦，加藤沢⼦，⼯藤
孝広，齋藤武，清⽔泰岳，南部隆亮，清⽔俊明.

⽇本⼩児炎症性腸疾患レジストリ研究の成果と課題. 第14回⽇本炎症性腸疾患学会学術集会，神⼾.2023.12.1

特別講演・
招待講演 19

⽥久保憲⾏. 【思春期に問題となる⼩児疾患】思春期のⅠ型糖尿病　- ⼩児
期のライフステージの特性からみた1型糖尿病の治療、療養⽀援に
ついて -.

第42回⽇本思春期学会総会・学術集会，東京.2023.8.26

特別講演・
招待講演 20

⽥中恭⼦. ⼦どもの臨床におけるバイオサイコソーシャルアセスメントのコツ. 第126回⽇本⼩児科学会学術集会, 東京.2023.4.15

特別講演・
招待講演 21

⽥中恭⼦. 性的虐待に⽴ち向かう. 第70回⽇本⼩児保健協会学術集会，川崎.2023.6.16

特別講演・
招待講演 22

⽥中恭⼦. ⼦どもの同意能⼒評価と意思決定⽀援に必要となるトラウマの理
解.

第59回⽇本⼩児循環器学会総会・学術集会，横
浜.2023.7.7

特別講演・
招待講演 23

⽥中恭⼦. コロナ禍と特別⽀援教育〜これまでとこれから〜 ⽇本特殊教育学会第61回⼤会，横浜.2023.8.26

特別講演・
招待講演 24

⽥中恭⼦. 発達科学研究について. 発達科学研究選考，横浜.2023.8.30

特別講演・
招待講演 25

⽥中恭⼦. ⼦どもの⼼⾝相関をどのようにアセスメントし伝えるか. 第41回⽇本⼩児⼼⾝医学会学術集会，和歌⼭.2023.9.15

特別講演・
招待講演 26

⽥中恭⼦. 症例で学ぶ︕Biology • Psychology • Sociologyで診ること
のススメ.

第56回⽇本⼩児内分泌学会学術集会，⼤宮.2023.10.20

特別講演・
招待講演 27

⽥中恭⼦. ⼦どもの権利ワーキンググループ報告. ⽇本虐待防⽌学会，滋賀.2023.11.25

特別講演・
招待講演 28

⽥中恭⼦. ⼦どもの権利を基盤とする⼦ども虐待対応について考える. ⽇本虐待防⽌学会，滋賀.2023.11.26



特別講演・
招待講演 29

⼯藤孝広，清⽔俊明. ⼩児炎症性腸疾患の診断指針作成. 第126回⽇本⼩児科学会学術集会, 東京.2023.4.14

特別講演・
招待講演 30

⼯藤孝広. ⼩児の好酸球性消化管疾患の内視鏡所⾒. 第6回アレルギー消化器疾患研究会，Web開催.2023.8.26

特別講演・
招待講演 31

藤永周⼀郎 ネフローゼ症候群の治療の進歩. 第58回⽇本⼩児腎臓病学会学術集会, ⾼槻.2023.6.30

特別講演・
招待講演 32

久⽥研. 周産期・⼩児期における腸内細菌と健康. 第31回⽇本医学会総会，東京.2023.4.23

特別講演・
招待講演 33

久⽥研. ⼦供の腸内細菌叢と健康　The 1st 1000daysを中⼼に. 第55回⼩児感染症学会総会, 名古屋.2023.11.26

特別講演・
招待講演 34

鈴⽊恭⼦. 早期からの関節症対策の重要性とその課題. 第6回⼩児⾎友病研究会，Web開催.2023.3.27

特別講演・
招待講演 35

鈴⽊恭⼦. ⼩児⾎友病性関節症の評価とその課題. 第7回⼩児⾎友病研究会，Web開催.2023.12.8

特別講演・
招待講演 36

藤村純也. ⼦どもの声から考えよう〜⼦どもまんなか医療とは〜. 第10回⼦ども療養⽀援研究会，Web開催.2023.6.24

特別講演・
招待講演 37

鈴⽊光幸. 先天性胆汁酸代謝異常症の治療アップデート2023. 第64回⽇本先天代謝異常学会学術集会，⼤阪.2023.10.6

特別講演・
招待講演 38

⻄﨑直⼈，清⽔俊明. 新⽣児への輸液の実践〜 知っておきたい tips & pitfalls 〜. 第6回⽇本VADコンソーシアム研究集会，東京.2023.1.29

特別講演・
招待講演 39

⻄﨑直⼈. プライマリケアで診る「夜尿症診療」のコツ. 第688回⽇本⼩児科学会東京都地⽅会講話会，東
京.2023.2.18

特別講演・
招待講演 40

⻄﨑直⼈. キャリア形成，どんな⾃分でありたいか. 第58回⽇本⼩児腎臓病学会学術集会, ⾼槻.2023.6.30

特別講演・
招待講演 41

⻄﨑直⼈. 夜尿症・尿失禁を診る. 第34回⽇本夜尿症・尿失禁学会 学術集会，軽井
沢.2023.7.15

特別講演・
招待講演 42

⻄﨑直⼈. おねしょに薬ですか︖薬物療法のコツ. 第32回⽇本⼩児泌尿器科学会学術集会，神⼾.2023.7.21

特別講演・
招待講演 43

福永英⽣. ⼩児カテーテルアブレーション治療時の留意点と合併症:AVNRT
治療に合併したST上昇型急性⼼筋梗塞の経験.

第5回 Bunkyo Arrhythmia Conference，東
京.2023.6.1

特別講演・
招待講演 44

遠藤周. ⼩児科医のための臨床研修指導医講習会について. 第22回⽇本⼩児医学教育研究会，川崎.2023.12.16

特別講演・
招待講演 45

幾瀨圭，永⽥万純，伊藤夏希，徳島⾹央⾥，新井喜康，佐
藤真教，宮⽥恵理，神保圭佑，⼯藤孝広，清⽔俊明.

⼩児期にもH. pylori関連ディスペプシアは存在するか. 第29回⽇本ヘリコバクター学会学術集会，東京.2023.6.30

特別講演・
招待講演 46

⾺場洋介. ⽜乳アレルギーと⼩児の発達、静岡東部⼩児発達セミナー2023. 静岡東部⼩児発達セミナー2023，三島.2023.7.5

特別講演・
招待講演 47

⾺場洋介. ⼩児期から思春期における アトピー性⽪膚炎治療、沼津医師
会学術講演会.

アトピー性⽪膚炎治療、沼津医師会学術講演会，沼
津.2023.7.24



特別講演・
招待講演 48

⾺場洋介. 順天堂⼤学静岡病院でのアレルギー拠点病院活動について. 静岡アレルギーカンファレンス，静岡.2023.9.5

特別講演・
招待講演 49

⾺場洋介. ⾷物蛋⽩質誘発胃腸炎の免疫学的知⾒、第84回東海⼩児アレ
ルギー談話会.

第84回東海⼩児アレルギー談話会，名古屋.2023.10.14

特別講演・
招待講演 50

⾺場洋介. 当科における在宅⾃⼰注射療法と指導の変化. 第6回GHプリパレーション全国web講演会，Web開
催.2023.11.24

特別講演・
招待講演 51

稲⽑英介. ⼩児HAEの基礎知識とベロトラルスタットの位置づけ. 第72回⽇本アレルギー学会学術⼤会，東京.2023.10.20

特別講演・
招待講演 52

稲⽑英介. ここまで進化した⼩児HAE治療 患者・家族とどう迎えるか. 第72回⽇本アレルギー学会学術⼤会，東京.2023.10.21

特別講演・
招待講演 53

村野弥⽣，東海林宏道，坂巻健，佐々美穂，Stuart 
Gilmour，⽶岡⼤輔，清⽔俊明.

本邦におけるFGRの現状について. 第59回⽇本周産期・新⽣児医学会学術集会，名古
屋.2023.7.11

特別講演・
招待講演 54

杉⼭洋平. Basic core lecture マルチプルカルボキシラーゼ⽋損症. 第50回⽇本マススクリーニング学会，新潟.2023.8.25

特別講演・
招待講演 55

吉⽥登. 熱性けいれん(熱性発作)ガイドライン2023 改訂のポイント. 第124回東京⼩児科医会学術講演会，Web開
催.2023.12.8

特別講演・
招待講演 56

本⽥涼⼦，秋庭崇⼈，⽵⽥⾥可⼦. 多職種エキスパートとともに学ぶ︓明⽇から役⽴つ実践てんかん診
療 医師の病歴聴取 ⼩児科.

第56回⽇本てんかん学会学術集会，東京.2023.10.21


